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◯
問
題
の
所
在
　
従
来
の
馬
祖
禅
の
理
解

『
馬
祖
の
語
録
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
）
序
で
、
入
矢
義
高
氏
は
こ
う
い
う
。

　

今
、
馬
祖
自
身
の
言
葉
と
、
彼
が
弟
子
た
ち
を
接
化
し
た
記
録
、
ま
た
弟
子
た
ち
が
彼
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
な
ど

か
ら
帰
納
し
て
、
あ
え
て
一
言
で
、
そ
の
端
的
を
言
う
な
ら
ば
、「
作
用
即
性
」
ま
た
は
「
日
用
即
妙
用
」 

と
言
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
ダ
ル
マ
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
血
脈
論
』
に
、
あ
た
か
も
こ
の
定
理
を
解
説
し
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る

一
段
が
あ
る
。
曰
く
、「
仏
と
は
イ
ン
ド
の
言
葉
で
、
わ
が
国
で
い
う
覚
性
の
こ
と
で
あ
る
。
覚
と
は
霊
覚
で
あ
り
機

に
応
じ
物
に
対
し
て
、
眉
を
揚
げ
目
を
瞬
き
、
手
を
働
か
せ
、
足
を
動
か
す
と
い
う
〔
日
常
の
営
み
〕
が
、
全
て
自
己

の
霊
覚
の
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
性
は
つ
ま
り
心
で
あ
り
、
心
は
つ
ま
り
仏
で
あ
り
、
仏
は
つ
ま
り
道
で
あ
り
、
道
は

つ
ま
り
禅
で
あ
る
」。
い
わ
ば
教
学
的
な
仏
の
聖
性
を
剥
ぎ
取
っ
て
、
仏
そ
の
も
の
を
己
に
奪
取
す
る
の
で
あ
る
。
馬

祖
が
「
い
ま
君
が
見
た
り
聞
い
た
り
、
知
覚
し
た
り
認
識
し
た
り
す
る
そ
の
働
き
、
そ
れ
が
も
と
も
と
君
の
本
性
、
あ

る
い
は
本
心
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
心
を
離
れ
て
別
に
仏
が
あ
る
の
で
は
な
い
」（『
宗
鏡
録
』
巻
十
四
）
と
述
べ
て

い
る
趣
旨
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
彼
の
禅
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る
テ
ー
ゼ
「
即
心
是
仏
」
は
、
以
上
の

趣
旨
の
要
約
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
こ
に
い
う
「
心
」
と
は
、 

純
粋
培
養
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
た
真
心
で
も
な
け
れ
ば
、
理
念
的
に
超
越
化
な
い
し
内
在

化
さ
れ
た
イ
デ
ー
と
し
て
の
本
心
で
も
な
い
。
そ
れ
は
生
き
生
き
と
日
常
底
に
お
い
て
働
く
平
常
心
で
あ
り
、
そ
れ

も
、〈
平
常
心
〉
一
般
な
の
で
は
な
く
て
、
個
々
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
、
そ
れ
な
り
な
「
あ
た
り
ま
え
の
心
」
で
あ
る
。

（
中
略
）
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「
作
用
即
性
」
と
い
う
時
の
「
性
」
も
、
ま
さ
に
、
個
々
人
の
人
格
に
則
し
て
の
日
常
底
の
「
日
用
」（
平
常
の
営
為
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
仏
の
「
妙
用
」
そ
の
も
の
と
し
て
無
媒
介
に
等
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
西
洋
の
論
理
に
い
う
矛
盾
律
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、
否
定
命
題
の
契
機
は
入
り
込
み
よ
う
は
な
い
。
い
わ

ば
手
放
し
の
開あ

け
っ
ぴ
ろ
げ
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
…
…
。　

入
矢
氏
は
、『
馬
祖
の
語
録
』
の
序
で
そ
の
禅
の
特
徴
「
作
用
即
性
」
を
い
う
の
に
、
な
ぜ
『
馬
祖
の
語
録
』
か
ら
引
用

し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
馬
祖
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

馬
祖
の
語
か
ら
こ
の
よ
う
な
意
味
を
汲
み
取
っ
た
の
は
、
現
代
ば
か
り
で
は
な
く
、
馬
祖
の
当
時
の
禅
僧
た
ち
で
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
坐
禅
な
ど
身
体
を
使
っ
た
修
行
は
出
て
き
よ
う
も
な
い
。
現
代
の
人
々
が
聞
け
ば
、
普
通
に
日
常

生
活
を
平
常
な
心
で
や
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
と
思
う
だ
ろ
う
。

小
川
隆
氏
も
馬
祖
禅
を
こ
う
総
括
す
る
。

馬
祖
は 

「
即
心
是
仏
」
と
説
き
、
ま
た
「
平
常
心
是
道
」
と
説
い
た
。
凡
と
聖
、
迷
と
悟
に
分
か
た
れ
ぬ
あ
る
が
ま
ま

0

0

0

0

0

の
心
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、

0

0

0

00

仏
で
あ
り
道
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
身
心
の
あ
ら
ゆ
る
作
用
は
仏
性
の

働
き
と
等
置
さ
れ
、
日
常
の
あ
た
り
ま
え
の
営
み
は
す
べ
て
仏
作
仏
行
と
看
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
己
の
本
来
性

と
現
実
態
を
同
時
・
即
物
的
に
同
一
視
す
る
の
が
、
馬
祖
禅
の
基
礎
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ
ろ
く
唐
代
禅
一

般
の
基
調
と
も
な
っ
て
い
た
。（
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
、一
二
八
頁
）〔
以
下
こ
の
本
の
検
討
が
主

と
な
る
の
で
、
そ
の
引
用
は
（
小
川
）
と
略
記
、
そ
の
下
の
数
字
は
頁
数
〕
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こ
れ
は
、
ほ
ん
と
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
こ
れ
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

◯
馬
祖
禅
を
参
究
す
る
方
法
論

馬
祖
禅
な
る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
馬
祖
の
言
葉
が
最
重
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
資
料
は
、
現
存
す

る
南
岳
・
石
頭
系
の
最
古
の
資
料
で
あ
る
『
祖
堂
集
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
四
、
頁
数
は
数
字
で
、
上
段
はa

、
下
段
はb

で
表

す
）、
つ
い
で
古
い
『
景
徳
伝
灯
録
』（『
大
正
大
蔵
経
』
卷
五
十
一
、
以
下
『
伝
灯
録
』
と
略
記
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
冒
頭
の
引

用
で
入
矢
氏
が
引
い
た
『
血
脈
論
』
は
、
紹
興
癸
酉
（
一
一
五
三
）
の
序
が
あ
る
が
、『
伝
灯
録
』
の
「
南
陽
慧
忠
国
師
語
」

で
外
道
の
見
と
同
じ
だ
と
批
判
さ
れ
た
「
南
方
宗
旨
」
と
よ
く
似
た
表
現
が
あ
り
、「
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
」
の
句
も
あ

る
見
性
成
仏
を
説
く
書
で
、
馬
祖
禅
を
『
血
脈
論
』
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

従
来
の
馬
祖
禅
の
理
解
は
、
明
版
『
四
家
語
録
』（
一
六
四
八
年
復
刻
）
な
ど
に
よ
っ
て
い
た
。
先
に
引
い
た
『
馬
祖
の
語

録
』
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
載
る
多
く
の
語
は
、『
祖
堂
集
』
や
『
伝
灯
録
』
の
叙
述
よ
り
も
大
幅
に
増
広
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
用
い
な
い
。

馬
祖
禅
の
理
解
に
は
、
直
弟
子
や
孫
弟
子
な
ど
に
よ
る
馬
祖
の
言
葉
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
第
一
資
料
は
、
馬

祖
の
嗣
、
大
珠
慧
海
が
著
し
た
『
頓
悟
入
道
要
門
論
』
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
唐
代
か
宋
初
に
版
行
さ
れ
た
が

失
わ
れ
、
現
存
の
『
頓
悟
要
門
』
は
、
一
三
七
三
年
、
明
代
に
妙

み
ょ
う

叶き
ょ
うが
発
見
し
て
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
あ

る
金
沢
文
庫
本
の
写
本
も
そ
れ
に
近
い
。『
頓
悟
要
門
』（「
禅
の
語
録
６
」　

筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
）
を
ま
と
め
た
平
野
宗
浄
氏

は
、
形
式
と
内
容
か
ら
そ
の
筆
者
を
「
大
珠
慧
海
と
は
別
人
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
」（
同
書
、
二
一
九
頁
）
と
い

う
。
そ
の
根
拠
は
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１
、
形
式
が
古
い

２
、
帰
敬
偈
が
あ
る
の
は
古
い

３
、「
無
生
心
」「
無
住
心
」
な
ど
の
用
語
は
神
会
か
そ
れ
以
前
の
も
の

４
、
引
用
経
典
が
、
敦
煌
本
で
し
か
見
ら
れ
な
い
『
禅
門
経
』『
仏
説
法
句
経
』『
方
広
経
』

な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
巻
「
諸
方
門
人
参
問
語
録
」
と
の
つ
な
が
り
は
、
随
分
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
、「
た
だ
疑

問
を
と
ど
め
て
お
く
」
と
い
う
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
形
式
は
と
も
か
く
、
内
容
的
に
慧
海
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
大
珠
慧
海
の
資
料
と
し
て
は
こ

れ
を
用
い
な
い
（『
頓
悟
要
門
』
に
つ
い
て
は
こ
の
拙
論
（
下
）
に
附
論
）。

ま
た
孫
弟
子
で
あ
る
黄
檗
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
『
伝
心
法
要
』
は
、
荷
沢
宗
の
宗
密
に
も
長
く
師
事
し
た
裴
休
の
手
記

に
弟
子
た
ち
に
よ
る
記
録
を
集
め
て
成
っ
た
も
の
で
、『
伝
灯
録
』
巻
九
の
末
尾
の
も
の
が
原
型
で
あ
り
、『
宛
陵
録
』
は
弟

子
の
記
録
の
集
成
で
あ
る
（
柳
田
聖
山
説
）。
こ
こ
で
は
『
伝
灯
録
』
巻
九
の
み
を
用
い
る
。
馬
祖
の
弟
子
や
孫
弟
子
た
ち
の

資
料
も
、
二
つ
の
灯
史
に
限
り
た
い
。

こ
の
論
究
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
馬
祖
禅
の
理
解
に
対
す
る
検
討
を
主
と
し
、
加
え
て
そ
こ
に
言
及
さ
れ
な
い
馬
祖
禅
の

特
徴
を
参
究
す
る
（
な
お
、
字
数
の
制
限
上
、
引
用
語
録
の
原
文
は
必
要
な
場
合
を
除
い
て
省
き
、
読
み
下
し
文
を
あ
げ
た
）。

一
章
　
馬
祖
が
説
い
た
と
い
わ
れ
る
法
の
検
証

一
節　
『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
の
説
法

馬
祖
が
何
を
説
い
た
か
は
、『
祖
堂
集
』
で
見
る
限
り
、
若
干
の
問
答
以
外
は
次
の
最
初
の
説
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
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汝
、
今
、
各お
の
おの
自
心
、
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
心
な
る
を
信
ぜ
よ
。
是
の
故
に
、
達
摩
大
師
、
南
天
笠
国
よ
り

来
り
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝
を
し
て
開
悟
せ
し
め
む
。

又
云
く
、
し
ば
し
ば
楞
伽
経
の
文
を
引
き
て
、
以
て
衆
生
の
心
地
に
印
す
。
恐
ら
く
は
汝
、
顛
倒
し
て
自
ら
こ
の
一
心

の
法
、
各
々
、
之
あ
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
故
に
楞
伽
経
に
云
く
、
仏
語
は
心
を
宗
と
為
し
、
無
門
を
法
門
と
為
す
。

又
云
く
、
夫
れ
法
を
求
め
る
も
の
は
、
ま
さ
に
求
め
る
と
こ
ろ
な
し
。
心
の
外
に
別
に
仏
無
く
、
仏
の
外
に
別
に
心
な

し
。
善
を
取
ら
ず
、
悪
を
捨
て
ず
。
浄
穢
の
両
辺
、
倶
に
依
怙
せ
ず
。
罪
性
の
空
な
る
に
達
す
れ
ば
な
り
。
念
々
、
不

可
得
な
り
。
無
自
性
な
る
が
故
に
。

三
界
は
唯
心
な
り
。
森
羅
万
像
、
一
法
の
印
す
る
所
、
凡
そ
見
る
所
の
色
は
、
皆
な
是
れ
心
を
見
る
。
心
は
自
ら
心

な
ら
ず
、
色
に
因
る
が
故
に
心
あ
り
。
汝
、
随
時
に
言
説
す
べ
し
。
即
事
即
理
、
都す

べ

て
所
礙
な
し
。
菩
提
の
道
果
も
、

亦ま

た復
是か
く

の
如
し
。
心
の
生
ず
る
所
に
於
い
て
、
即
ち
名
づ
け
て
色
と
為
す
。
色
は
空
な
り
と
知
る
が
故
な
り
。
生
は
即

ち
不
生
な
り
。（『
祖
堂
集
』260a

）

も
し
こ
の
意
を
体
す
れ
ば
、
但
だ
随
時
に
、
著
衣
喫
飯
し
て
聖
胎
を
長
養
す
べ
し
。
任
運
に
時
を
過
し
て
、
更
に
何
事

か
あ
ら
ん
。
汝
、
吾
が
教
え
を
受
け
、
吾
が
偈
を
聴
け
。
曰
く
、
心
地
は
随
時
に
説
く
、
菩
提
は
亦
た
只
だ
寧や

す

し
。
事

理
倶
に
礙
な
く
、
ま
さ
に
生
は
則
ち
不
生
な
り
。（『
祖
堂
集
』260b

）

『
祖
堂
集
』
に
載
る
馬
祖
の
問
答
相
手
は
、
座
主
が
四
人
（
大
安
寺
主
、
亮
座
主
、
師
子
児
の
座
主
、
後
の
汾
州
和
尚
）
で
、「
座

主
」
と
は
経
論
を
講
義
す
る
僧
で
あ
る
。
中
国
仏
教
は
経
典
の
翻
訳
に
始
ま
り
、
そ
の
義
解
や
解
釈
が
中
心
と
な
っ
て
発
展

し
た
の
で
あ
り
、
よ
う
や
く
隋
代
に
入
っ
て
、
実
存
的
救
い
の
探
究
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
馬
祖
に
質
問
し
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た
か
れ
ら
座
主
に
対
し
て
、「
汝
の
心
が
仏
だ
」
と
い
う
よ
う
な
問
答
は
な
い
。
わ
ず
か
に
、
汾
州
和
尚
と
の
問
答
が
関
わ

る
く
ら
い
で
あ
る
。

あ
と
は
弟
子
百
丈
と
の
い
か
に
法
を
示
す
か
の
話
、
辟
支
仏
が
僧
形
で
訪
ね
た
と
か
、
西
川
の
黄
三
郎
と
の
話
、
一
僧
に

西
来
意
を
問
わ
れ
て
答
え
を
避
け
た
と
い
う
話
、
径
山
欽
へ
の
書
に
円
相
を
描
き
、
ま
た
人
が
四
劃
を
描
く
の
に
対
応
し
た

話
、
淮
南
か
ら
の
一
僧
と
の
話
、
遷
化
直
前
の
話
で
あ
る
。

百
丈
と
の
話
の
後
に
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

問
う
、
如い

か何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
旨
趣
。
師
云
く
、
正
に
是
れ
你な
ん
じが
身
命
を
放
つ
処
の
み
。（『
祖
堂
集
』263b

）

『
祖
堂
集
』
馬
祖
章
に
お
い
て
馬
祖
の
法
を
示
す
話
は
最
初
の
説
法
と
、
こ
の
「
仏
法
の
旨
趣
」
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
伝
灯
録
』
は
、
こ
の
二
つ
の
説
法
と
百
丈
と
の
話
を
ほ
ぼ
同
様
に
伝
え
て
い
る
が
、
四
人
の
座
主
と
の
問
答

を
、
師
子
児
の
座
主
以
外
は
省
き
、
長
く
説
か
れ
る
黄
三
郎
や
辟
支
仏
と
の
話
、
径
山
へ
の
書
、
淮
南
の
僧
と
の
話
を
す
べ

て
省
き
、
僧
と
の
短
い
問
答
を
五
つ
（
即
心
是
仏
、
別
の
西
来
意
二
つ
、
道
に
合
す
、
円
相
）、
龐
居
士
、
鄧
隠
峯
と
の
話
を
加
え

て
い
る
。

二
節　
「
即
心
是
仏
」
の
検
証

そ
の
１　
「
即
心
是
仏
」
と
西
来
意

馬
祖
は
説
い
た
。
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毎
に
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
、
今
、
各
の
自
心
、
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
心
な
る
を
信
ぜ
よ
。（『
祖
堂
集
』

260a

）

『
伝
灯
録
』
で
は
、
書
き
出
し
が
「
一
日
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
等
諸
人
」
と
一
般
化
さ
れ
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
は
同
じ
で
あ
る
。「
自
心
是
仏
」
で
あ
っ
て
「
即
心
是
仏
」
で
は
な
い
。

小
川
氏
は
、
こ
の
馬
祖
の
言
葉
の
検
討
の
前
に
、
慧
安
と
南
岳
懐
譲
の
問
答
を
引
く
。　

坦
然
・
懐
譲
な
る
二
人
有
り
来
た
り
て
参
ず
。
問
う
て
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
の
意
？
」
師
曰
く
、

「
何
ぞ
自
己
の
意
を
問
わ
ざ
る
？
」
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
自
己
の
意
？
」
師
曰
く
、「
当
に
密
作
用
を
観
る
べ

し
」。
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
密
作
用
？
」
師
、
目
を
以
て
開
合
し
て
之
を
示
す
。
然
（
坦
然
）
言
下
に
帰
を
知

り
、
更
に
他
に
適ゆ

か
ず
。
譲
（
懐
譲
）
は
機
縁
逗お
よ

ば
ず
、
辞
し
て
曹
谿
に
往
け
り
。（
小
川
１
１
）

そ
し
て
こ
う
い
う
。

で
は
、「
西
来
意
」
す
な
わ
ち
「
自
己
の
意
」
と
は
何
の
こ
と
か
。
実
は
そ
の
答
え
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
。

唐
代
禅
の
事
実
上
の
開
祖
と
も
言
う
べ
き
馬
祖
道
一
が
、
そ
の
説
法
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
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汝
ら
諸
人
、
各
お
の
、
自
心
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
仏

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

、
と
信
ぜ
よ
。
達
磨
大
師
、
南
天
笠
国
よ
り
中
華
に
来
至

し
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝
ら
を
し
て
開
悟
せ
し
む
。（
小
川
１
３
）

そ
し
て
こ
の
馬
祖
の
語
を
「
即
心
是
仏
」
と
し
て
繰
り
返
し
主
張
す
る
。

…
…
「
即
心
是
仏
」
―
―
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
―
―
と
い
う
意
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。（
小
川
１
４
）

「
西
来
意
」
と
は
つ
ま
り
、
各
人
の
身
の
上
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
「
即
心
是
仏
」
と
い
う
事
実
の
直
指
で
あ

る
。（
小
川
２
２
）

「
祖
師
西
来
意
」
と
は
「
即
心
是
仏
」
つ
ま
り
自
己
本
来
の
心
が
そ
の
ま
ま
真
実
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
う
「
意
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。（
小
川
３
５
）

ま
ず
、「
西
来
意
」
が
、
は
た
し
て
「
即
心
是
仏
」
な
の
か
、
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、「
祖
師
西
来
意
」
と
い
う
、
禅
宗
で
常
に
根
本
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
問
答
に
対
し
て
「
そ
の

答
え
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
」
と
ど
う
し
て
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
答
は
『
祖
堂
集
』
だ
け
で
二
十
五
回
あ

り
、
馬
祖
の
師
、
懐
譲
は
い
う
。

僧
、
問
う
、
如
何
な
る
か
、
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
曰
く
、
露
柱
に
問
取
し
去
れ
。
僧
曰
く
、
会
せ
ず
。
師
曰
く
、

我
、
更
に
会
せ
ず
。（『
祖
堂
集
』76b

）
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ま
た
馬
祖
自
身
が
こ
の
問
答
に
答
え
て
い
る
。

問
う
。
請
う
、
和
尚
。
四
句
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
て
、
西
来
意
を
直
指
せ
よ
。
多
説
を
煩
わ
さ
ざ
れ
。
師
（
馬
祖
）

云
く
、
我
れ
今
日
、
心
情
な
し
。
汝
の
為
に
説
く
こ
と
あ
た
わ
ず
。
汝
、
西
堂
に
去い

き
て
智
蔵
に
問
取
せ
よ
。
…
…
百

丈
云
く
、
某
甲
、
這
裏
に
到
り
て
は
却ま

た
会
せ
ず
。（『
祖
堂
集
』263b-264a

）

馬
祖
は
説
く
気
が
し
な
い
、
西
堂
は
頭
痛
が
す
る
、
百
丈
は
不
会
、
と
い
う
。
懐
譲
の
「
露
柱
に
問
取
せ
よ
」
が
こ
の
問

答
の
軸
に
な
っ
て
、
多
く
の
祖
師
が
問
答
し
て
い
る
の
に
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
答
え
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
即
心
是
仏
」

だ
、
と
い
う
の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う
。

馬
祖
は
「
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
心
な
る
を
信
ぜ
よ
」
と
い
う
。「
信
ぜ
よ
」
と
要
請
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
修
行
者
も
自
分

の
心
を
省
み
て
、
そ
れ
が
「
仏
」
で
あ
る
と
か
「
仏
心
」
で
あ
る
と
か
、
到
底
思
え
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
信
ぜ
よ
」
と

い
う
限
り
、
馬
祖
が
「
各お

の
おの
自
心
是
れ
仏
な
り
」
と
示
し
て
、
修
行
者
が
悟
っ
た
わ
け
で
も
納
得
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
こ

の
「
心
」
が
い
わ
ゆ
る
「
自
分
の
こ
の
心
」
で
は
な
い
こ
と
は
次
の
問
答
で
明
ら
か
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
で
の
馬
祖
と
汾
州
の
出
会
い
の
問
答
で
あ
る
。

師
（
汾
州
）
の
身
六
尺
を
逾こ

ゆ
。
屹き
つ

と
し
て
立
山
の
ご
と
し
。
馬
大
師
、
一
見
し
て
之
を
異
と
し
て
曰
く
、
魏
魏
た
る

仏
堂
、
そ
の
中
に
仏
な
し
。
師
、
礼
し
て
問
い
て
曰
く
、
三
乗
の
至
教
は
、
粗ほ

ぼ

亦
た
研
窮
せ
り
。
常
に
禅
門
の
即
心
是

仏
な
り
と
聞
く
も
、
実
に
は
未
だ
能
く
了
ぜ
ず
。
伏
し
て
願
わ
く
ば
、
指
示
せ
よ
。
馬
大
師
曰
く
、
即
ち
汝
が
了
ぜ
ざ

る
所
の
心
、
即
ち
是
な
り
。
更
に
別
物
無
し
。
了
ぜ
ざ
る
時
は
即
ち
是
れ
迷
、
了
ず
る
時
は
即
ち
是
れ
悟
な
り
。
迷
え
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ば
即
ち
是
れ
衆
生
、
悟
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
道
な
り
。
衆
生
を
離
れ
て
別
に
更
に
仏
あ
ら
ざ
る
な
り
。
亦
た
手
の
拳
と
作

り
、
拳
の
手
と
な
る
が
如
き
也
。
師
、
言
下
に
豁
然
と
し
て
大
悟
し
、
涕
涙
悲
泣
し
て
馬
大
師
に
曰
し
て
言
く
、
本も

と

よ

り
将
に
仏
道
は
長
遠
な
り
と
謂お

も

え
り
。
曠
劫
に
懃
苦
し
て
、
方ま
さ

に
始
め
て
成
ず
る
を
得
、
と
。
今
日
、
始
め
て
知
り

ぬ
、
法
身
の
実
相
、
本も

と

自
ず
か
ら
具
足
す
。
一
切
万
法
は
、
心
よ
り
化
生
し
、
但
だ
名
字
有
り
て
、
実
な
る
者
あ
る
こ

と
な
し
、
と
。（『
祖
堂
集
』293b

）

「
心
」
と
は
、
い
ま
お
前
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
「
心
」
で
あ
る
。
お
前
が
、
未
だ
了
じ
な
い
な
ら
迷
で
あ
り
衆

生
で
あ
る
。
お
前
が
了
じ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
こ
が
よ
く
分
か
れ
ば
、
悟
り
で
あ
り
仏
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
お
前
の
心
が
そ

う
な
の
で
あ
っ
て
、「
了
ぜ
ざ
る
所
の
心
」
と
は
、
汾
州
の
「
魏
魏
た
る
仏
堂
、
そ
の
中
に
仏
な
し
」
と
指
摘
さ
れ
た
迷
の

心
、
衆
生
の
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
「
心
」
の
ほ
か
に
仏
な
る
も
の

0

0

0

0

0

は
な
い
。
了
ず
れ
ば
仏
で
あ
る
が
、
別
に
「
ほ

と
け
」
と
い
う
何
か
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
た
だ
迷
が
な
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
手
を
握
れ
ば
拳
、
拳
を
開
け
ば
手
で

あ
る
と
同
じ
で
、
別
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
話
は
『
伝
灯
録
』
で
は
、
ご
く
切
り
詰
め
ら
れ
る
。

後
、
馬
大
師
の
禅
門
の
鼎
盛
な
る
を
聞
き
、
特
に
往
き
て
瞻
礼
す
。
馬
祖
、
其
の
状
貌
の
瓌
偉
に
し
て
、
語
音
の
鐘

の
如
く
な
る
を
睹み

て
乃
ち
曰
く
、
巍
巍
た
る
仏
堂
、
そ
の
中
に
仏
な
し
。
師
、
礼
跪
し
て
問
う
て
曰
く
、
三
乗
の
文

学
は
麁ほ

ぼ
そ
の
旨
を
窮
む
。
常
に
禅
門
は
即
心
是
仏
な
り
と
聞
け
ど
、
実
に
は
未
だ
能
く
了
ぜ
ず
。
馬
祖
曰
く
、
只

だ
未
だ
了
ぜ
ざ
る
底
の
心
、
即
ち
是
れ
な
り
。
更
に
別
物
無
し
。
師
、
又
た
問
う
。
如
何
か
是
れ
祖
師
西
來
し
て
密
伝

せ
る
心
印
。
祖
曰
く
、
大
徳
、
正
に
鬧さ

わ
がし
。
且し
ば
らく
去
り
て
別
時
に
来
れ
。
師
才わ
ず
かに
出
ず
や
、
祖
召
し
て
曰
く
、
大
徳
。
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師
、
廻
首
す
。
祖
云
く
、
是
れ
什な

ん麼
ぞ
。
師
、
便
ち
領
悟
し
て
礼
拝
す
。
祖
云
く
、
遮こ

の
鈍
漢
、
礼
拝
し
て
作な
ん
だ麼
。

（T
51,257a

）

こ
れ
を
引
用
し
て
小
川
氏
は
こ
う
解
釈
す
る
。

馬
祖
は
言
う
、「
未
だ
解
ら
ぬ
と
い
う
そ
の
心
が
、
そ
の
ま
ま
ソ
レ
―
―
仏
―
―
に
ほ
か
な
ら
ぬ
、
そ
の
ほ
か
に
別
の

も
の
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」。
迷
っ
て
い
る
心
の
ほ
か
に
別
に
〝
仏
〟
と
し
て
の
心
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

迷
っ
て
い
る
心
が
悟
り
に
転
じ
て
、〝
仏
〟
の
心
に
成
る
の
で
も
な
い
。
今
、
現
に
こ
う
し
て
迷
っ
て
い
る
心
、
正
に

そ
れ
こ
そ
が
そ
の
ま
ま

0

0

0

0

仏
に
他
な
ら
ぬ
。（
小
川
９
５
、９
６
）

こ
れ
で
は
、
了
じ
な
い
心
が
仏
に
な
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
手
と
拳
の
よ
う
に
同
じ
心
が
迷
い

か
ら
転
じ
て
仏
と
な
る
と
馬
祖
は
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
看
過
で
き
な
い
天
地
の
違
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
汾
州
が

言
下
に
豁
然
と
し
て
大
悟
し
て
涙
を
流
し
た
『
祖
堂
集
』
は
無
視
さ
れ
て
、『
伝
灯
録
』
好
み
の
「
西
来
意
」
と
呼
ん
で
、

僧
が
振
り
向
く
と
き
「
是
れ
什な

ん麼
ぞ
」
と
い
う
と
悟
っ
た
と
い
う
話
に
変
わ
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
論
を
学
ん
だ
す
ぐ
れ
た
仏
教
学
者
で
あ
る
汾
州
が
、
得
心
し
た
こ
と

で
あ
る
。
教
外
別
伝
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
経
論
と
合
致
す
る
馬
祖
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、『
祖
堂
集
』

で
は
先
の
汾
州
と
の
問
答
に
、
ま
だ
こ
う
続
く
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。（〔　
〕
内
は
筆
者
）

馬
大
師
云
く
、
如
か
く
の
ご
と
し
是
、
如
是
。
一
切
の
心
性
、
不
生
不
滅
（
大
乗
起
信
論
）。
一
切
諸
法
、
本
と
自
ず
か
ら
空
寂
（
法
華
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経
信
解
品
）。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
諸
法
は
本
来
よ
り
常
に
自
ず
か
ら
寂
滅
の
相
な
り
。（
法
華
経
法
師
品
）
又
た
云
く
、

畢
竟
空
寂
舎
（
維
摩
経
）
と
。
又
た
云
く
、
諸
法
は
空
を
坐
と
為
す
（
法
華
経
法
師
品
）。
此
れ
則
ち
諸
仏
如
来
は
、
無
所

住
処
（
華
手
経
）
に
住
す
る
な
り
。
も
し
か
く
の
如
き
を
知
ら
ば
、
即
ち
是
れ
空
寂
舎
に
住
し
、
法
空
座
に
坐
し
、
挙

足
下
足
、
道
場
を
離
れ
ず
。
言
下
に
便
ち
了
じ
て
更
に
漸
次
な
し
。
所
謂
、
足
を
動
ぜ
ず
し
て
涅
槃
の
山
に
登
る
な

り
。（『
祖
堂
集
』293b

）

わ
た
し
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
で
は
な
く
、
空
寂
の
と
こ
ろ
が
仏
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
伝
灯
録
』
で
は
、
こ
の
馬
祖
の
言
葉
は
す
べ
て
省
か
れ
て
い
る
。「
教
外
別
伝
」
が
『
伝
灯
録
』
編
集
者
の

思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
２　
「
即
心
是
仏
」
は
初
祖
以
来
の
禅
門
の
詞

さ
ら
に
、
こ
の
問
答
で
注
意
し
た
い
の
は
、「
即
心
是
仏
」
は
、
馬
祖
が
言
っ
た
こ
と
ば
で
は
な
く
、「
禅
門
の
即
心
是

仏
」
で
あ
る
こ
と
だ
。「
即
心
是
仏
」
が
初
祖
以
来
言
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
る
。

『
宝
林
伝
』（
八
〇
一
年
、『
宝
林
伝
訳
注
』
田
中
良
昭
、
内
山
書
店
、
二
〇
〇
三
）
で
は
、
達
摩
に
つ
い
て
武
帝
が
記
し
た
と
い
う

碑
文
を
こ
う
伝
え
る
。

　

無
説
の
心
法
を
説
く
の
心
法
は
、
明
理
を
証
開
す
。
一
言
を
指
し
て
以
て
直
説
せ
ば
、
即
心
是
れ
仏
な
り
。（
巻
八
、
田

中
四
〇
〇
頁
）
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『
宝
林
伝
』
の
二
祖
恵
可
の
言
葉
に
は
、
一
字
異
な
る
が
、
こ
う
伝
え
ら
れ
る
。

是
の
心
、
是
れ
仏
、
是
の
心
、
是
れ
法
な
り
。
法
と
仏
と
二
な
し
。（
巻
八
、
同　

四
一
三
頁
）

初
期
灯
史
『
楞
伽
師
資
記
』
で
は
、
四
祖
道
信
の
言
葉
で
あ
る
「
無
量
寿
経
に
云
く
、
諸
仏
の
法
身
、
一
切
衆
生
の
心
想

に
入
る
。
是
心
是
仏

0

0

0

0

、
是
の
心
、
仏
と
作
る
。
当
に
仏
は
即
ち
是
の
心
と
知
る
べ
し
」（T

85,1288a

）。
こ
こ
に
書
か
れ
る
よ

う
に
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
「
是
心
是
仏

0

0

0

0

」（T
12,343a

）
と
説
か
れ
る
。

天
台
の
荊
渓
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
も
「
謂
ゆ
る
即
心
是
仏
、
悟
入
之
門
な
り
」（T

46,141a

）
と
教
学
の
用
語
で

も
あ
る
。

六
祖
は
『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
「
汝
等
諸
人
、
自
心
は
是
れ
仏

0

0

0

0

0

0

。
更
に
狐
疑
す
る
莫
れ
」（『
祖
堂
集
』48b

）
と
言
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
自
心
是
仏
」
で
あ
る
が
、
同
じ
『
祖
堂
集
』「
則
天
孝
和
皇
帝
」
の
言
葉
で
こ
う
い
わ
れ
る
。

今
、
韶
州
曹
渓
山
に
居
し
て
、
衆
生
に
即
心
是
仏
を
示
し
て
悟
ら
し
む
。（『
祖
堂
集
』46b

）

『
伝
灯
録
』
で
は
弘
忍
の
嗣
、
司
空
山
本
浄
禅
師
の
言
葉
が
あ
る
。

〔
楊
光
庭
〕
曰
く
、
弟
子
、
智
識
昏
昧
な
り
。
未い

ぶ
か
し審
、
仏
と
道
と
の
そ
の
議
、
云い
か
ん何
。
師
曰
く
、
も
し
、
仏
を
求
め
ん

と
せ
ば
、
即
心
是
仏
な
り
。
も
し
道
を
会
せ
ん
と
せ
ば
、
無
心
是
道
な
り
。
曰
く
何
を
即
心
是
仏
と
云
う
や
。
師
曰

く
、
仏
は
心
に
因
っ
て
悟
る
、
心
は
仏
を
以
っ
て
彰あ

ら
わす
。（T

51,242b

）
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さ
ら
に
『
伝
灯
録
』
で
は
宝
誌
（
四
一
八
―
五
一
四
）
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
『
大
乗
讃
』
の
「
即
心
即
仏

0

0

0

0

」（T
51,449b

）、

や
傅
大
士
（
四
九
七
―
五
六
九
）『
心
王
銘
』
の
「
是
心
是
仏

0

0

0

0

是
仏
是
心
」（T

51,457a

）
等
に
似
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

馬
祖
の
す
こ
し
前
の
荷
沢
神
会
も
ま
た
い
う
。

今
説
く
所
の
般
若
波
羅
蜜
は
、
生
滅
門
よ
り
頓
に
真
如
門
に
入
り
、
更
に
前
照
後
照
、
遠
看
近
看
無
く
、
都
て
此
の
心

無
し
。
乃た

と
い至
七
地
以
前
の
菩
薩
な
る
も
都す

べ総
て
驀
過
す
。
唯
だ
仏
心
を
指
す
の
み
。
即
心
是
仏
な
り
。『
壇
語
』（『
神

会
の
語
録
』
唐
代
語
録
研
究
班
編
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
、一
一
三
頁
）

以
上
の
こ
と
か
ら
「
即
心
是
仏
」
は
馬
祖
の
言
葉
で
は
な
く
、
当
時
の
「
禅
門
」
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た

と
思
う
。そ

の
３　

馬
祖
の
「
心
」

馬
祖
の
「
此
心
即
是
仏
心
…
…
」
対
す
る
小
川
氏
の
総
括
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

唐
代
の
禅
、
こ
と
に
そ
の
主
流
と
目
さ
れ
る
馬
祖
系
統
の
禅
に
お
い
て
、
禅
の
第
一
義
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
即
心

是
仏
」
と
い
う
事
実
を
、
我
と
我
が
身
に
徹
し
て
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
来
な
ん
の
過
不
足
も
無
い
あ
り

の
ま
ま
の
「
自
己
」、
そ
れ
を
た
だ
あ
る
が
ま
ま
に
知
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。（
小
川
４
６
）
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じ
っ
さ
い
は
、
馬
祖
の
い
う
「
心
」
が
「
本
来
な
ん
の
過
不
足
も
無
い
あ
り
の
ま
ま
の
「
自
己
」、「
自
己
の
意
」
で
は
な

い
こ
と
は
、
馬
祖
が
亮
上
座
と
語
る
次
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

師
〔
馬
祖
〕
云
く
、
作
麼
生
か
講
ず
。
対こ

た

え
て
云
く
、
心
を
以
て
講
ず
。
師
云
く
、
未
だ
解よ

く
経
論
を
講
じ
得
ざ
る
な

り
。
座
主
云
く
、
作
麼
生
。〔
馬
祖
〕
云
く
、
心
は
工
伎
兒
（
巧
み
な
演
技
者
、
主
役
）
の
如
し
。
意
は
和
伎
者
（
相
手
役
）

の
如
し
。
い
か
で
か
よ
く
経
論
を
講
じ
得
ん
や
。
座
主
云
く
、
心
、
既
に
講
じ
得
ざ
れ
ば
、
将
に
虚
空
、
還
た
講
じ
得

る
や
。（『
祖
堂
集
』263a

）

こ
こ
で
「
心
如
工
伎
兒
。
意
如
和
伎
者
」
と
い
う
の
は
、「
心
は
工
伎
兒
と
為
り
、
意
は
和
伎
者
の
如
し
。
五
識
伴
侶
た

り
、
妄
想
は
観
伎
衆
な
り
」（T
16, 510c

）
と
い
う
『
四
巻
楞
伽
経
』
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
伎
兒
（
役
者
？
）
と

な
る
「
心
」
が
私
た
ち
が
普
通
に
い
う
「
心
」
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
馬
祖
と
弟
子
の
間
に
「
即
心
是
仏
」
問
答
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
典
型
が
大
梅
と
馬
祖
の
問
答
で
あ

る
が
、『
祖
堂
集
』
で
は
「
即
心
是
仏
」
と
は
い
わ
れ
な
い
。

因
み
に
一
日
〈
馬
祖
に
〉
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
馬
師
云
く
、
即
ち
汝
の
心
是
な
り
。
師
、
進
ん
で
云
く
、
如

何
が
保
任
せ
ん
。
師
云
く
、
汝
、
善
く
護
持
せ
よ
。
又
た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
法
。
師
云
く
、
亦
た
汝
の
心
是
な

り
。
又
た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
意
。
馬
師
云
く
、
即
ち
汝
の
心
是
な
り
。
師
、
進
ん
で
云
く
、
祖
意
な
き
や
。

馬
師
云
く
、
汝
但
だ
汝
の
心
を
識
取
せ
よ
。
法
と
し
て
備
わ
ら
ざ
る
な
き
な
り
。
師
、
言
下
に
頓
に
玄
旨
を
領
ず
。

（『
祖
堂
集
』286b

）
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
梅
は
自
身
の
心
以
外
に
護
持
す
べ
き
も
の
は
な
に
も
な
い
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
馬

祖
は
「
即
心
是
仏
」
と
示
し
た
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
「
即
汝
心
是
（
お
前
の
心
が
そ
う
だ
）」
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
問
答
は
、『
伝
灯
録
』
で
は
「
即
心
是
仏
」
の
問
答
と
し
て
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
短
く
な
る
。

〈
大
梅
〉
初
め
て
大
寂
（
馬
祖
）
に
参
ず
。
問
う
、
如
何
な
る
か
、
是
れ
仏
。
大
寂
云
く
、
即
心
是
仏

0

0

0

0

。
師
、
即
ち
大
悟

す
。（T

51,254c
）

こ
れ
で
は
、
馬
祖
に
「
即
心
是
仏
」
と
い
わ
れ
て
、
大
梅
が
大
悟
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
『
伝
灯
録
』
で
は
、
塩
官
の
弟
子
が
山
で
出
会
っ
た
と
い
う
大
梅
に
、
馬
祖
が
指
図
し
て
、「
近
日
の
仏
法
又
別

な
り
。
…
…
近
日
又
た
非
心
非
仏
と
道
う
」
と
伝
え
て
、
大
梅
が
「
我
は
只
管
に
即
心
即
仏

0

0

0

0

」
と
答
え
た
こ
と
に
対
し
て

馬
祖
が
「
梅
子
熟
也
」（T
51,254c

）
と
い
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
『
祖
堂
集
』
で
は
そ
の
よ
う
に
伝
え
た
の
は
塩
官
（『
祖
堂

集
』286b

）
で
あ
り
、
馬
祖
は
大
梅
が
受
戒
（
二
十
歳
）
し
て
か
ら
十
六
年
後
に
逝
去
し
て
い
る
か
ら
、
あ
り
え
な
い
話
で
あ

る
。も

う
一
人
、
類
似
の
示
し
を
馬
祖
か
ら
受
け
た
話
が
『
伝
灯
録
』
大
珠
慧
海
章
に
あ
る
。

　
〈
大
珠
〉
初
め
江
西
に
至
り
て
馬
祖
に
参
ず
。（
馬
）
祖
、
問
う
て
曰
く
、
何い
ず
れの
処
よ
り
来
る
。
曰
く
、
越
州
大
雲
寺

よ
り
来
る
。
祖
曰
く
、
此
に
来
て
何
事
を
須も

と

め
ん
と
擬
す
。
曰
く
、
来
り
て
仏
法
を
求
む
。
祖
曰
く
、
自
家
の
宝
蔵
、

顧
み
ず
、
家
を
抛す

て
散
走
し
て
什な

に麼
を
か
作
す
。
我
が
遮
裏
に
は
一
物
も
ま
た
無
し
。
什
麼
の
仏
法
を
か
求
め
ん
。
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師
、
遂
に
礼
拝
し
て
問
う
て
曰
く
、
阿
那
箇
か
是
れ
慧
海
の
自
家
の
宝
蔵
。
祖
、
曰
く
、
即
今
、
我
に
問
う
者
、
是
れ

汝
の
宝
蔵
な
り
。
一
切
具
足
し
て
更
に
欠
少
す
る
こ
と
な
く
し
て
使
用
す
る
こ
と
自
在
な
り
。
何
ぞ
外
に
向
い
て
求ぐ

覓み
ゃ
くす
る
を
仮
ら
ん
、
と
。
師
、
言
下
に
自
ら
の
本
心
の
知
覚
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
識し

り
、
踊
躍
礼
謝
す
。（T

51,246c

）

馬
祖
は
、「
い
ま
、
私
に
問
う
て
い
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
お
前
の
宝
蔵
で
あ
る
。
お
前
に
は
、
何
も
か
け
て
い
る
も
の
は

な
く
、
自
由
自
在
に
使
用
し
て
い
る
」
と
答
え
る
。
そ
し
て
、
大
珠
は
「
自
分
の
本
心
は
知
覚
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
喜
び
感
謝
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
話
を
小
川
氏
は
『
馬
祖
の
語
録
』
か
ら
引
用
す
る
。
そ
れ
は
『
伝
灯
録
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
最
後
の
肝
心
な

「
自
ら
の
本
心
の
知
覚
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
識
り
」
が
「
自
ら
本
心
を
識
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
後
者
な
ら
ば
、
小
川

氏
が
こ
れ
を
「
い
ま
現
に
こ
う
し
て
話
し
て
い
る
生
身
の
自
己
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
何
の
不
足
も
障さ

わ
り礙
も
な
い
『
自
家
の
宝

蔵
』
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」（
小
川
４
８
―
４
９
）
と
す
る
の
は
、
致
し
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ど
う
し
て
こ
の
違
い
の
あ

る
『
伝
灯
録
』
を
引
か
な
い
の
か
。『
伝
灯
録
』
の
「
自
ら
の
本
心
の
知
覚
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
識
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

重
要
な
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
知
覚
、
自
意
識
に
上
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
「
自
家
の
宝
蔵
」
な
の
で
あ
る
。
人
が
指

示
す
る
「
汝
」
と
、
自
己
意
識
の
「
私
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ま
し
て
や
「
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
」
と
一
般
化

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
慧
海
は
、
弟
子
た
ち
に
こ
う
示
す
。

師
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
の
心
、
是
れ
仏
な
り
。
仏
を
将も

ち
て
仏
を
求
む
る
を
用
い
ず
。
汝
の
心
、
是
れ
法
な
り
。

法
を
将
ち
て
法
を
求
む
る
を
用
い
ず
。
仏
と
法
と
和
合
し
て
僧
体
と
為
る
を
、
喚よ

ん
で
一
体
三
宝
と
作な

す
。
経
に
云

く
、
心
仏
及
び
衆
生
、
是
の
三
は
差
別
な
し
。（『
祖
堂
集
』265b

）
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こ
こ
で
も
「
汝
の
心
、
是
れ
仏
」（「
即
心
是
仏
」
で
は
な
い
）
と
師
が
指
摘
す
る
の
で
あ
り
、
私
（
仏
）
が
仏
な
の
か
、
と

求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
覚
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、「
私
の
心
」
は
、
自
分
で
問

い
、
考
え
、
思
え
ば
、
み
な
妄
想
と
な
り
、「
汝
の
心
、
是
れ
仏
」
は
信
じ
る
ほ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
４　

馬
祖
の
直
弟
子
た
ち
に
よ
る
「
即
心
即
仏
」
批
判

先
に
馬
祖
が
「
即
心
是
仏
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。
そ
れ
が
「
即
心
是
仏

0

0

」
で
は
な
く
「
即
心
即
仏
0

0

」

と
教
条
化
さ
れ
て
広
く
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

馬
祖
の
直
弟
子
で
あ
る
南
泉
は
い
う
。

江
西
（
馬
祖
）
和
尚
、
即
心
即
仏
と
説
く
は
、
且し
ば
らく
是
れ
一
時
の
間
語
［
無
駄
口
］
の
み
。
是
れ
外
に
向
い
て
馳
求
す

る
の
病
を
止
め
、
空
拳
黄
葉
に
し
て
啼な

く
こ
と
を
止
む
る
の
詞
な
り
。
所ゆ

え以
に
［
我
は
］
言
う
。
是
れ
心
な
ら
ず
、
是

れ
仏
な
ら
ず
、
是
れ
物
な
ら
ず
、
と
。
如
今
、
多
く
人
有
り
て
心
を
喚よ

ん
で
仏
と
作な

し
、
智
を
認
め
て
道
と
な
す
。
見

聞
覚
知
、
皆
な
是
れ
仏
と
云
う
。
若
し
か
く
の
如
く
な
れ
ば
、
演
若
達
多
は
頭
を
将
ち
て
頭
を
覓も

と

む
。
設た
と
い使
、
認
得
す

る
も
、
亦
た
是
れ
汝
が
本
来
仏
な
ら
ず
。
若
し
即
心
即
仏
と
言
わ
ば
、
兎
馬
に
角
あ
る
が
如
し
。
若
し
非
心
非
仏
と
言

わ
ば
、
牛
羊
の
角
な
き
が
如
し
。
你な

ん
じの

心
、
若
し
是
れ
仏
な
ら
ば
、
他
に
即
す
る
を
用
い
ず
。
你
の
心
、
若
し
是
れ
仏

な
ら
ざ
れ
ば
、
亦
た
他
を
非
と
す
る
を
用
い
ず
。
有
無
の
相
形
、
如
何
が
是
れ
道
な
ら
ん
。
所ゆ

え以
に
も
し
心
な
り
と
認

む
れ
ば
決
定
し
て
是
れ
仏
な
ら
ず
。
も
し
智
を
認
む
れ
ば
、
決
定
し
て
是
れ
道
な
ら
ず
。（『
祖
堂
集
』297b

）
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こ
こ
で
は
馬
祖
が
「
即
心
即
仏
」
と
言
っ
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
南
泉
は
、
そ
れ
は
一
時
の
戯
言
に
す
ぎ
ず
、
僧
た
ち
に
、

自
己
の
外
に
「
仏
」
や
「
法
」
を
求
め
る
と
い
う
病
を
や
め
さ
せ
る
た
め
な
の
だ
、
泣
い
て
い
る
子
に
黄
葉
を
見
せ
て
お
金

だ
よ
、
と
い
っ
て
泣
く
の
を
止
め
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
南
泉
は
あ
え
て
「
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
」
と
説
い

た
。
も
し
心
が
仏
で
あ
り
、
智
を
道
と
し
、
見
聞
覚
知
の
働
き
が
仏
だ
と
い
う
な
ら
、
自
分
の
頭
で
自
分
の
頭
を
探
す
よ
う

な
も
の
で
、
そ
ん
な
も
の
が
本
来
の
仏
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。「
即
心
即
仏
」
は
「
本
来
な
い
も
の
が
あ
る
」
こ
と
に
な
り
、

「
非
心
非
仏
」
は
「
あ
る
べ
き
も
の
が
な
い
」
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
南
泉
が
「
即
心
即
仏
」
の
誤
解
を
、「
心
を
仏
と
し
、
智
を
道
と
し
、
見
聞
覚
知
を
仏
と
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
。

こ
れ
で
「
作
用
即
性
」
は
全
面
否
定
さ
れ
、
小
川
氏
の
「『
即
心
是
仏
』
―
―
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
」
は
吹
き
飛
ぶ
。

「
個
々
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
、
そ
れ
な
り
な
『
あ
た
り
ま
え
の
心
』」（
入
矢
）
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
智
や
見
聞
覚
知
の
働
き
に

す
ぎ
ず
、
仏
な
ど
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。

南
泉
は
、
こ
こ
で
明
確
に
否
定
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
師
の
「
即
心
即
仏
」
の
誤
解
が
収
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。
自
分
の
第
一
弟
子
に
も
そ
の
こ
と
を
確
言
す
る
。

師
（
南
泉
）、
趙
州
に
謂
い
て
云
く
、
江
西
馬
大
師
は
即
心
即
仏
と
道い

う
。
老
僧
の
這
裏
は
則
ち
與か
よ
う麼
に
道
わ
ず
。
不

是
心
不
是
仏
不
是
物
と
、
與
麼
に
道
う
。
還
た
過と

が

あ
り
や
。
趙
州
、
礼
拝
し
て
出
で
去
る
。（『
祖
堂
集
』301a

）

趙
州
は
、
こ
れ
を
尊
ん
で
承
っ
た
の
で
あ
る
。

『
伝
灯
録
』
惟
政
章
で
も
、「
不
是
心
不
是
仏
」
を
南
泉
の
言
葉
と
し
て
出
す
。
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師
、
南
泉
に
問
う
て
曰
く
、
諸
方
の
善
知
識
、
還
た
人
に
説
似
せ
ざ
る
底
の
法
あ
り
や
。
南
泉
曰
く
、
有
り
。
師
曰

く
、
作そ

麼も

生さ
ん

。
曰
く
、
不
是
心
不
是
仏
。
師
曰
く
、
恁
麼
な
ら
ば
即
ち
人
に
説
似
し
了
れ
り
。
曰
く
、
某
甲
は
即
ち
恁

麼
。
…
…
（T

51,268c

）

問
題
は
『
伝
灯
録
』
の
馬
祖
章
で
の
改
変
で
あ
る
。

僧
問
う
、
和
尚
、
什な

ん麼
と
し
て
か
即
心
即
仏
と
説
く
。
師
云
く
、
小
兒
の
啼
く
を
止
め
ん
が
為
な
り
。
僧
云
く
、
啼
き

止
む
時
、
如
何
。
師
云
く
、
非
心
非
仏
。
僧
云
く
、
此
の
二
種
を
除
き
、
人
の
来
る
と
き
如
何
が
指
示
す
。
師
云
く
、

伊か
れ

に
向
い
て
不
是
物
と
道
う
。（T
51,246a

）

馬
祖
は
「
即
心
即
仏
」
と
言
い
、
南
泉
の
批
判
の
言
葉
も
塩
官
の
語
も
、
馬
祖
自
身
の
語
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
十
九
世

紀
『
祖
堂
集
』
が
見
出
さ
れ
る
ま
で
、
人
は
こ
れ
を
信
じ
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
、『
祖
堂
集
』
の
南
泉
の
語

は
『
伝
灯
録
』
で
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

師
（
南
泉
）
有
る
時
、
云
く
、
江
西
馬
祖
は
即
心
即
仏
と
説
く
も
、
王
老
師
は
恁
麼
に
道い

わ
ず
。
不
是
心
不
是
仏
不
是

物
と
。
恁
麼
に
道
う
は
還
た
過と

が

有
り
や
。
趙
州
、
礼
拝
し
て
出
ず
。
時
に
一
僧
有
り
て
随
い
て
趙
州
に
問
い
て
云
く
、

上
座
、
礼
拝
し
了
っ
て
便
ち
出
ず
る
は
意
、
作い

か

ん
麼
生
。
趙
州
云
く
、
汝
、
却
っ
て
和
尚
に
問
取
せ
よ
。
僧
上
り
て
問
い

て
曰
く
、
適
来
の
諗
上
座
は
意
、
作
麼
生
。
師
云
く
、
他
は
却
っ
て
老
僧
の
意
旨
を
領
得
せ
り
。（T

51,257c

）
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南
泉
の
批
判
は
骨
抜
き
に
さ
れ
、
な
く
も
が
な
の
一
僧
の
言
葉
は
、『
伝
灯
録
』
編
者
の
見
識
の
な
さ
を
暴
露
し
て
い
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
か
に
も
つ
ま
ら
な
く
平
板
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
川
氏
は
、『
祖
堂
集
』
の
南
泉
の
「
即
心
即
仏
」
批
判
に
続
く
言
葉
を
、
行
を
変
え
て
す
べ
て
引
用
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
切
り
方
は
実
に
奇
妙
で
あ
る
。

若も

し
「
即
心
即
仏
」
と
言
わ
ば
、
兎
馬
に
角つ
の

有
る
が
如
し
。…
…
有
無
相
い
形あ
ら

わ
せ
ば
、
如
何
で
か
是
道
な
ら
ん
？（
小

川
１
７
９
）

こ
こ
で
切
っ
て
、
誰
が
見
て
も
別
な
主
題
で
あ
る
次
の
「
大
道
無
影
」
の
前
に
、
そ
の
問
答
の
続
き
を
お
く
。

所ゆ

え以
に
も
し
心
を
認
む
れ
ば
、
決さ

だ定
め
て
仏
に
不あ

ら是
ず
。
も
し
智
を
認
む
れ
ば
、
決さ

だ定
め
て
道
に
不あ

ら是
ず
。
大
道
は
無

影
、
真
理
は
無
対
。
空
の
不
動
な
る
に
等
し
く
、
生
死
の
流
に
非
ず
。
三
世
に
摂お

さ

ま
ら
ず
、
去
来
今
に
非
ず
。
故
に
明

暗
は
自

お
の
ず
から
去
来
す
る
の
み
、
虚
空
は
動
揺
せ
ず
。
万
像
は
自
ら
去
来
す
る
の
み
、
明
鏡
何な
ん

ぞ
曽
て
鑒う
つ

さ
ん
。
阿な
ん
じ你
ら
、

今
時
、
尽

こ
と
ご
とく
「
我
は
修
行
し
て
仏
と
作
る
」
と
説い

う
。
且し
ば

ら
く
、
作い

か

に
麼
生
か
修
行
せ
ん
？　

但た

だ
無
量
劫
来
の
不
変
異

性
を
識
取
せ
ば
是
れ
真
の
修
行
な
り
。（
小
川
１
８
０
）

そ
し
て
小
川
氏
は
こ
の
よ
う
に
い
う
。

右
は
馬
祖
本
人
を
否
定
す
る
も
の
言
い
は
避
け
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
即
心
是
仏
や
作
用
即
性
な
ど
、
当
時
通
行
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の
馬
祖
禅
の
定
式
が
批
判
さ
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
一
概
の
否
定
で
は
な
く
、
本
性
を
虚

空
の
ご
と
き
全
一
・
無
分
節
の
場
と
す
る
こ
と
で
、「
即
心
是
仏
」
も
、「
非
心
非
仏
」
も
、「
見
聞
覚
知
」
も
、
み
な

そ
こ
を
去
来
す
る
種
々
相
の
一
つ
と
し
て
相
対
化
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
同
様
の
虚
空
の
譬
喩
は
、
つ

と
に
神
会
に
も
、
ま
た
、
く
だ
っ
て
黄
檗
に
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
、
こ
の
論
理
自
体
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は

な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
か
く
も
直
截
的
に
馬
祖
禅
批
判
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。

（
小
川
１
８
１
）

こ
れ
は
不
可
思
議
な
論
で
あ
る
。
馬
祖
禅
に
は
は
じ
め
か
ら
、
小
川
氏
ら
が
い
う
「
即
心
是
仏
や
作
用
即
性
な
ど
、
当
時

通
行
の
馬
祖
禅
の
定
式
」
な
ど
な
い
。
百
歩
譲
っ
て
「
馬
祖
禅
の
定
式
」
を
批
判
し
た
言
葉
だ
と
し
て
も
、
小
川
氏
の
「
た

だ
し
、
そ
れ
は
一
概
の
否
定
で
は
な
く
」
以
下
は
ま
っ
た
く
違
う
問
答
の
こ
と
で
あ
り
、
な
ん
ら
馬
祖
の
即
心
即
仏
と
は
関

係
な
い
。
氏
の
引
用
の
即
心
即
仏
話
の
最
後
、「
如
何
が
是
れ
道
な
ら
ん
」
は
、
次
の
「
所ゆ

え以
に
」
で
始
ま
る
一
文
で
終
わ

る
。
そ
の
一
文
は
、
次
の
「
大
道
」
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
川
氏
の
即
心
即
仏
批
判
へ
の
弁
明
は
、
説

明
に
な
ら
な
い
。

続
い
て
馬
祖
の
嗣
、
伏
牛
の
「
即
心
即
仏
」
批
判
を
見
た
い
。

師
は
後
に
伏
牛
山
に
隠
る
。
一あ

る
ひ日

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
即
心
即
仏
は
、
是
れ
病
な
き
に
病
を
求
む
る
句
、
非
心
非
仏

は
、
是
れ
病
を
薬い

や

す
対
治
の
句
な
り
。（T

51,253b

）

「
是
無
病
求
病
句
」
は
、「
即
心
即
仏
」
を
正
面
か
ら
批
判
し
た
言
葉
で
あ
る
。
病
が
な
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
病
を
求
め
る
句
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で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
「
病
」
と
は
な
に
か
。「
自
分
が
仏
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
病
い
で
あ

り
、
狂
気
の
沙
汰
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
を
癒
す
に
は
「
非
心
非
仏
」
と
で
も
い
う
ほ
か
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。小

川
氏
は
『
伝
灯
録
』
に
依
拠
し
て
、「
非
心
非
仏
」
が
、
そ
の
教
条
化
し
た
テ
ー
ゼ
「
即
心
即
仏
」
の
弟
子
に
よ
る
批

判
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
な
い
で
こ
う
い
う
。

「
非
心
非
仏
」
の
語
義
は
、
正
直
の
と
こ
ろ
今
ひ
と
つ
よ
く
解
ら
な
い
。
だ
が
、「
即
心
是
仏
」
の
語
を
馬
祖
自
身
が
反

転
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。（
小
川
２
６
）

む
し
ろ
『
伝
灯
録
』
二
十
八
章
の
「
池
州
南
泉
普
願
和
尚
語
」
は
、
い
か
に
南
泉
が
「
即
心
是
仏
」
と
い
う
輩
に
て
こ

ず
っ
て
い
た
か
を
物
語
る
。

兄ひ
ん
で
い弟
、
今
時
の
人
は
仏
を
担に
な

い
て
肩
上
に
著
け
て
行
く
。
老
僧
が
、
心
是
れ
仏
に
あ
ら
ず
、
智
是
れ
道
に
あ
ら
ず
と
言

う
を
聞
き
て
、
便
ち
頭
を
聚あ

つ

め
て
老
僧
を
推お

さ
ん
（
押
し
倒
す
）
と
擬
す
。
爾な
ん
じが
推
す
処
な
し
。
爾
も
し
虚
空
を
束た
ば

ね

得
て
棒
と
作
し
、
老
僧
を
打
ち
得
れ
ば
、
推
す
に
一
任
す
。
有
る
僧
、
問
う
。
従
上
の
祖
師
、
江
西
大
師
に
至
る
に
、

皆
、
即
心
是
仏
、
平
常
心
是
道
と
云
う
。
今
、
和
尚
は
、
心
是
れ
仏
な
ら
ず
、
智
是
れ
道
な
ら
ず
と
云
う
。
学
人
、
悉

く
疑
惑
を
生
ず
。
請
う
和
尚
、
慈
悲
も
て
指
示
せ
ん
こ
と
を
。
師
乃

0

0

ち
声
を

0

0

0

抗あ

げ
て
答
え
て
曰
く

0

0

0

0

0

0

0

、
爾な
ん
じも
し
是
れ
仏
な

ら
ば
、
更
に
疑
に
渉わ

た

り
て
老
僧
に
却
問
す
る
こ
と
を
休や

め
よ
。
何
処
に
か
恁
麼
に
傍
家
に
仏
を
疑
い
て
来
る
こ
と
あ
ら

ん
。
老
僧
は
且ま

た
是
れ
仏
な
ら
ず
、
ま
た
曾
つ
て
祖
師
に
見ま
み
えず
。
爾
、
恁
麼
に
道
わ
ば
、
自
ら
祖
師
を
覓も
と

め
て
去
れ
。
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…
…
（
問
者
）
曰
く
、
即
心
是
仏
な
る
こ
と
、
既
に
得
ざ
れ
ば
、
是
の
心
、
仏
と
作な

る
や
。
師
曰
く
、
是
心
是
仏
・
是

心
作
仏
は
情
計
の
所
有
に
し
て
、
こ
れ
皆
、
想
の
成
れ
る
な
り
。
仏
は
是
れ
智
人
に
し
て
、
心
は
是
れ
采
集
の
主
な

り
。
皆
、
物
に
対
す
る
時
、
他
は
便
ち
妙
用
な
り
。
大
徳
、
心
を
認
め
仏
を
認
む
る
こ
と
な
か
れ
。
設た

と

え
認
得
す
と
も

是
れ
境
な
り
。
他ひ

と

に
喚よ

ん
で
所
知
の
愚
と
作
さ
る
る
。
故
に
江
西
大
師
の
云
く
、
不
是
心
・
不
是
仏
・
不
是
物
と
。
且ま

た
爾な
ん
じら
、
後
人
を
し
て
恁
麼
に
行
履
せ
し
む
。（T

51,445a-445b

）

「
即
心
即
仏
」
の
誤
解
は
、
小
川
氏
や
入
矢
氏
を
含
め
い
く
ら
で
も
生
ま
れ
る
。
南
泉
が
「
声
を
抗
げ
て
答
え

0

0

0

0

0

0

0

」
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。

さ
て
、
馬
祖
の
「
各
の
自
ら
の
心
、
是
れ
仏
な
り
」
が
、
わ
た
し
た
ち
の
当
た
り
前
の
心
で
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
「
心
」
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
問
答
が
、『
祖
堂
集
』
馬
祖
嗣
、
大
珠
章
に
あ
る
。

師
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
の
心
、
是
れ
仏
。
仏
を
将も

ち
て
仏
を
求
む
る
を
用
せ
ず
。
汝
の
心
、
是
れ
法
。
法
を
将
ち

て
法
を
求
む
る
を
用
せ
ず
。
…
…
本
智
法
爾
な
れ
ば
、
無
漏
現
前
す
。
蛇
の
化
し
て
龍
と
為
る
に
、
そ
の
鱗
を
改
め
ざ

る
が
如
く
、
衆
生
、
回
心
し
て
仏
と
な
る
に
、
そ
の
面
を
改
め
ず
。（『
祖
堂
集
』265b

）

「
汝
の
心
、
是
れ
仏
」
と
い
っ
て
も
、
あ
た
り
ま
え
な
私
た
ち
の
心
が
仏
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
人
の
本
智
が
法

爾
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
条
件
の
も
と
、
無
漏
（
煩
悩
が
な
い
）
が
実
際
と
な
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
ん
な
あ
り
方
に
は
な
か
な

か
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
珠
は
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
蛇
が
鱗
（
外
面
）
は
同
じ
で
も
龍
に
な
る
よ
う
に
、
衆
生
が

廻
心
し
て
仏
に
な
る
の
に
、
面
（
外
見
）
は
同
じ
で
あ
る
、
と
示
す
。「
廻
心
」
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
わ
た
し
た
ち
の
そ
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れ
な
り
な
当
た
り
前
の
こ
こ
ろ
」
や
「
自
己
本
来
の
心
」
で
は
な
い
。

ま
た
『
伝
灯
録
』
大
珠
章
に
は
こ
う
い
う
話
が
伝
わ
る
。

あ
る
三
蔵
法
師
、
問
う
。
真
如
に
変へ

ん
え
き易
あ
り
や
。
師
曰
く
、
変
易
あ
り
。
三
蔵
曰
く
、
禅
師
は
錯あ
や
ま
れ
る
な
り
。
師
、

却か
え

っ
て
三
蔵
に
問
う
、
真
如
あ
り
や
。
曰
く
、
有
り
。
師
曰
く
、
若
し
変
易
な
け
れ
ば
決
定
し
て
是
れ
凡
僧
な
り
。
豈あ

に
聞
か
ず
や
、
善
知
識
と
は
能よ

く
三
毒
を
廻め
ぐ

ら
し
て
三さ
ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

と
為
し
、
六
識
を
廻
ら
し
て
六
神
通
と
な
し
、
煩
悩

を
廻
ら
し
て
菩
提
と
な
し
、
無
明
を
廻
ら
し
て
大
智
真
如
と
な
す
。
若
し
変
易
な
け
れ
ば
、
三
蔵
は
真
に
是
れ
自
然
外

道
な
り
。（T

51,247b
）

普
通
「
真
如
」
と
い
え
ば
『
大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
通
り
、
常
住
不
変
な
も
の
で
あ
る
。
教
義
で
い
え
ば
、
大
珠
が

真
如
に
変
易
が
あ
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
珠
は
「
真
如
」
を
変
易
な
し
と
し
て
、
心
を
そ
の
ま
ま
肯
定

す
る
も
の
を
「
自
然
外
道
」
と
い
い
、
仏
道
と
は
「
三
毒
を
廻
ら
し
て
三
聚
浄
戒
と
為
し
、
六
識
を
廻
ら
し
て
六
神
通
と
な

し
、
煩
悩
を
廻
ら
し
て
菩
提
と
な
し
、
無
明
を
廻
ら
し
て
大
智
真
如
と
な
す
」
こ
と
だ
と
い
う
。「
回
心
」
を
要
す
る
の
で

あ
る
。

そ
の
大
珠
に
も
「
即
心
是
仏
」
に
類
す
る
話
が
あ
る
。

あ
る
行
者
、
問
う
。
即
心
即
仏
、
那ど

れ箇
か
是
れ
仏
な
る
。
師
云
く
、
汝
、
那
箇
か
是
な
ら
ず
と
疑
う
、
指
出
し
て
看

よ
。
行
者
、
無
対
。
師
云
く
、
達
す
れ
ば
則
ち
遍
く
境
に
是
な
り
。
悟
ら
ざ
れ
ば
則
ち
永
く
乖そ

む

き
疎う
と

し
。（『
祖
堂
集
』

267a

）
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行
者
は
大
珠
に
「
即
心
即
仏
」
と
い
う
が
、
ど
れ
が
仏
で
し
ょ
う
か
と
聞
い
た
。
大
珠
は
お
前
の
心
が
仏
だ
と
は
い
わ
な

い
。
ど
れ
が
仏
で
な
い
か
、
指
差
し
て
み
よ
と
聞
い
た
。
答
え
ら
れ
な
い
行
者
に
、
そ
こ
に
達
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
は

そ
の
ま
ま
肯
定
さ
れ
る
が
、
悟
ら
な
け
れ
ば
永
久
に
仏
と
乖
離
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
だ
れ
で
も
そ
の
ま
ま
の
心
が
仏
、

な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

馬
祖
の
嗣
、
盤
山
和
尚
も
次
の
よ
う
に
「
即
心
即
仏
」
を
批
判
す
る
。

も
し
即
心
即
仏
と
言
わ
ば
、
今
時
、
未
だ
玄
微
に
入
ら
ず
。
若
し
非
心
非
仏
と
言
わ
ば
、
猶
お
是
れ
指
蹤
の
極
則
な

り
。
向
上
の
一
路
は
千
聖
伝
え
ず
。
…
…
若
し
よ
く
是か

く

の
如
く
、
心
心
無
知
な
ら
ば
、
全
心
即
仏
、
全
仏
即
人
な
り
。

人
仏
異
な
し
。（『
祖
堂
集
』282b

）

盤
山
は
「
即
心
即
仏
」
も
「
非
心
非
仏
」
も
不
十
分
だ
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
処
は
「
千
聖
伝
え
ず
」
と
い
う
。
さ
ら
に

し
か
も
「
心
」
と
い
う
あ
や
ま
り
や
す
い
言
い
方
を
避
け
て
、「
心
心
無
知
」
と
い
う
条
件
を
満
た
せ
ば
、「
全
仏
即
人
な

り
。
人
仏
異
な
し
」、
人
と
仏
は
異
な
ら
な
い
と
端
的
に
示
す
。

も
う
一
つ
、『
伝
灯
録
』
馬
祖
の
嗣
、
西
堂
章
に
載
る
「
即
心
即
仏
」
批
判
話
を
あ
げ
よ
う
。

李
尚
書
翺
、
嘗
つ
て
僧
に
問
う
。
馬
大
師
に
什
麼
の
言
教
か
あ
る
。
僧
云
く
、
大
師
は
或
い
は
即
心
即
仏
と
説
き
、
或

い
は
非
心
非
仏
と
説
く
。
李
云
く
、
総
に
遮
辺
に
過
ぐ
。（T

51,252b

）
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僧
に
聞
い
た
人
は
「
尚
書
」
で
役
人
で
あ
り
、
知
識
も
知
恵
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
人
に
「
即
心
即
仏
」
と
か
「
非
心
非

仏
」
と
教
条
的
な
馬
祖
の
言
葉
を
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、「
遮
辺
」
す
な
わ
ち
こ
ち
ら
の
話
に
す
ぎ
ず
、「
那
辺
」
す
な
わ

ち
仏
法
と
は
関
係
な
い
と
一
蹴
さ
れ
て
い
る
。

馬
祖
の
晩
年
の
嗣
、
東
寺
和
尚
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
批
判
す
る
。

毎つ
ね

に
曰
く
、
大
寂
（
馬
祖
）
禅
師
世
を
去
り
て
、
常
に
好
事
の
者
、
そ
の
語
本
を
録
し
て
、
筌
を
遺わ
す

れ
て
意
を
領
ず
る

能
わ
ざ
る
を
病
み
、
即
心
即
仏
に
し
て
外
に
別
の
説
な
し
と
認
む
。
曽
っ
て
先
匠
を
師
と
せ
ず
、
只
だ
影
跡
に
徇し

た
がう
の

み
。
且し

ば

ら
く
仏
の
何
に
住
し
て
か
、
即
心
と
曰い

う
や
。
心
は
画
師
の
如
く
な
れ
ば
、
仏
を
貶け
な

す
こ
と
甚
だ
し
。
遂
に
言

を
唱
う
る
に
、
心
不
是
仏
、
智
不
是
道
。
剣
、
去
る
こ
と
遠
く
し
て
、
方は

じ

め
て
舟
に
刻
む
。（『
祖
堂
集
』288a

）

東
寺
和
尚
に
よ
れ
ば
、
馬
祖
の
死
後
、「
即
心
即
仏
」
と
い
う
語
だ
け
が
書
か
れ

0

0

0

て
、
馬
祖
の
語
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し

た
。
だ
か
ら
そ
れ
を
批
判
し
て
、
仏
が
な
ん
で
心
で
あ
る
も
の
か
。「
心
」
と
は
（
二
祖
恵
可
が
い
う
よ
う
に
心
識
の
筆
子
で
あ
り

勝
手
に
な
ん
で
も
描
く
）
絵
師
の
よ
う
な
も
の
で
、
心
が
仏
だ
と
い
う
な
ら
仏
を
貶け
な

す
こ
と
も
甚
だ
し
い
。
だ
か
ら
わ
し
は
、

心
は
是
れ
仏
な
ら
ず
。
智
は
是
れ
道
な
ら
ず
と
言
う
。（「
即
心
即
仏
」
と
書
く
こ
と
は
）、
川
に
剣
を
落
と
し
て
ず
っ
と
行
っ
て

か
ら
、
落
と
し
た
場
所
を
覚
え
る
た
め
船
に
印
を
刻
む
よ
う
な
も
の
だ
、
と
憤
慨
す
る
。

現
在
で
も
、
わ
た
し
た
ち
の
当
た
り
前
の
心
が
仏
で
あ
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
仏
を
貶け

な

し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
で
馬
祖
禅
は
「
即
心
是
仏
」
で
あ
る
と
い
う
言
説
、
さ
ら
に
小
川
氏
の
い
う
そ
の
内
実
「『
西
来
意
』
と
は
つ
ま
り
、

各
人
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
『
即
心
是
仏
』
と
い
う
事
実
の
直
指
で
あ
る
」（
小
川
２
２
）
も
論
破
で
き
た
と
思
う
。

小
川
氏
の
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
坐
禅
な
ど
は
必
要
な
い
。
じ
っ
さ
い
小
川
氏
の
『
語
録
の
言
葉
』
に
は
坐
禅
に
つ
い
て
触
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れ
る
こ
と
が
な
い
。
は
た
し
て
馬
祖
は
坐
禅
を
否
定
、
あ
る
い
は
無
視
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
節　

仏
法
の
趣
旨
は
坐
禅
の
み　
　
　

そ
の
１　

身
命
を
放
つ
処

最
初
に
あ
げ
た
馬
祖
の
法
の
一
つ
は
こ
う
で
あ
っ
た
。

　

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
旨
趣
。
師
云
く
、
正
に
是
れ
你
が
身
命
を
放
つ
処
の
み
。（『
祖
堂
集
』263b

）

こ
れ
は
、「
仏
法
の
旨
趣
」
と
は
何
か
、
と
い
う
根
本
的
問
い
に
馬
祖
が
答
え
た
も
の
で
、
馬
祖
の
言
葉
の
な
か
で
、

も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
馬
祖
の
言
葉
で
、
こ
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

い
っ
ぽ
う
問
い
の
「
仏
法
の
旨
趣
」
は
、
お
よ
そ
仏
教
で
あ
れ
ば
、
問
う
べ
き
答
え
る
べ
き
根
本
問
題
で
あ
っ
て
、
座
主

や
禅
僧
も
さ
ま
ざ
ま
に
説
い
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
馬
祖
の
答
え
は
、
お
よ
そ
教
学
と
は
無
関
係
な
、
こ
の
自
ら
の
身

命
を
放
つ
と
こ
ろ
、
僧
の
身
の
あ
り
方
で
あ
る
。

「
你
が
身
命
を
放
つ
処
」
に
ま
さ
し
く
呼
応
す
る
の
が
、
馬
祖
の
筆
頭
弟
子
の
百
丈
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。

問
う
、
如い

か何
な
る
か
是
れ
大
乗
入
道
頓
悟
の
法
。
師
答
え
て
曰
く
、
汝
先ま

ず
諸
縁
を
歇や

め
て
、
万
事
を
休
息
し
、
善
と

不
善
と
、
世
間
の
一
切
諸
法
、
並
び
に
皆
な
放
却
し
て
、
記
憶
す
る
な
く
、
念
を
縁
ず
る
な
か
れ
。
身
心
を
放
捨
し

0

0

0

0

0

0

て0

、
其
を
し
て
自
在
な
ら
し
め
よ
。
心
、
木
石
の
如
く
し
て
、
口
に
弁
ず
る
所
な
く
、
心
に
行
ず
る
所
な
し
。
心
地
、

も
し
空
な
ら
ば
、
慧
日
、
自
ら
現
ぜ
ん
。
猶
お
雲
の
開
く
れ
ば
、
日
、
出
ず
る
が
如
く
に
相
似
す
。
倶
に
一
切
の
攀
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縁
、
貪
嗔
・
受
取
を
歇や

め
、
垢
浄
の
情
尽
き
れ
ば
、
五
欲
八
風
に
対
し
て
、
見
聞
覚
知
の
縛
す
る
所
を
こ
う
ぶ
ら
ず
、

諸
境
の
惑
を
こ
う
ぶ
ら
ず
、
自
然
に
神
通
妙
用
を
具
足
せ
ん
。
是
れ
解
脱
人
な
り
。（『
祖
堂
集
』274a

、『
伝
灯
録
』

（T
51,250a

）
も
ほ
ぼ
同
じ
）

「
身
心
を
放
捨
し
て
」
こ
そ
が
、
馬
祖
の
「
仏
法
の
旨
趣
」
で
あ
る
「
身
命
を
放
つ
処
」
で
あ
る
。「
諸
縁
を
歇や

め
て
、
万

事
を
休
息
し
」
は
、
次
の
よ
う
に
道
元
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
も
出
る
言
葉
で
あ
る
。

諸
縁
を
放
捨
し
、
万
事
を
休
息
し
て
、
善
悪
を
思
わ
ず
、
是
非
を
管
す
る
こ
と
な
か
れ
。（T

82,1a

）

「
心
、
木
石
の
如
く
に
し
て
」
は
、『
伝
灯
録
』
達
摩
章
の
細
字
「
別
記
に
云
く
、
…
…
外
に
諸
縁
を
熄や

め
、
内
に
心
喘あ
え

ぐ

こ
と
な
く
、
心
、
牆
壁
の
如
く
し
て
以
て
道
に
い
る
べ
し
」（T

51,219c

）
と
同
じ
で
あ
る
。

「
大
乗
入
道
頓
悟
の
法
」
と
は
、
ま
さ
し
く
達
摩
の
伝
え
た
坐
禅
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
坐
禅
を
百
丈
は
こ
う
も
説
く
。

問
う
。
如
何
が
自
由
を
得
ん
。
師
答
え
て
曰
く
、
如
今
、
五
欲
八
風
に
対
し
て
、
情
に
取
捨
な
く
、
垢
浄
倶
に
亡
ず
れ

ば
、
日
月
の
空
に
在
る
が
如
く
、
縁
ぜ
ず
し
て
照
ら
す
。
心
、
木
石
の
如
く
に
し
て
、
亦
た
香
象
の
流
れ
を
截
ち
て
過す

ぐ
る
が
如
し
。
更
に
疑
滞
無
し
。
此
の
人
、
天
堂
・
地
獄
も
摂
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。（『
祖
堂
集
』275b

）。

「
心
、
木
石
の
如
く
」
も
「
縁
ぜ
ず
し
て
照
ら
す
」
も
、
と
も
に
坐
禅
の
用
心
で
あ
る
。
百
丈
は
さ
ら
に
い
う
。
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も
し
よ
く
一
生
、
心
、
木
石
の
如
く
に
相
似
せ
ば
、
陰
界
五
欲
八
風
の
漂
溺
す
る
所
と
な
ら
ず
。
則
ち
生
死
の
因
を
断

ち
、
去
住
、
自
由
な
り
。（『
祖
堂
集
』275a

）

『
祖
堂
集
』
百
丈
章
に
三
度
も
説
か
れ
る
、「
心
、
木
石
の
如
く
」
何
も
求
め
ず
、
何
も
修
さ
な
い
坐
禅
こ
そ
、
馬
祖
禅
の

最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

実
際
に
百
丈
が
坐
禅
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
『
禅
門
規
式
』（
清
規
）
に
「
長
連
床
を
設
け
」
常
に
坐
禅
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
寝
る
時
も
「
そ
の
坐
禅
、
既
に
久
し
き
を
以
て
」（T

51,251a

）
寝
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ

う
が
、
具
体
的
な
堂
内
で
の
百
丈
の
坐
禅
が
こ
う
記
さ
れ
る
。

師
、
有
る
一
日
、
法
堂
裏
に
坐
し
て
、
直
に
四
更
に
到
る
。（『
祖
堂
集
』273a

）

こ
の
坐
禅
は
百
丈
の
嗣
、
黄
檗
も
継
承
し
て
こ
う
い
う
。

（
衆
生
は
）
念
を
息や

め
慮
を
忘
ず
れ
ば
、
仏
自
ら
現
前
す
る
を
知
ら
ず
。
此
の
心
、
即
ち
是
れ
仏
な
り
。
仏
は
即
ち
是
れ

衆
生
な
り
。
衆
生
は
即
ち
是
れ
仏
な
り
。
仏
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。（『
伝
心
法
要
』、『
伝
灯
録
』T

51,270b-c

）

「
即
心
是
仏
」
と
い
わ
れ
た
「
心
」
は
、
こ
こ
で
は
明
瞭
に
「
念
を
息
め
慮
を
忘
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
坐
禅

の
時
し
か
あ
り
え
な
い
。
黄
檗
は
ま
た
い
う
。
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無
心
と
は
一
切
の
心
な
き
な
り
。
如
如
の
体
は
、
内
外
木
石
の
如
く
に
し
て
動
ぜ
ず
、
転
ぜ
ず
。
内
外
虚
空
の
如

く
に
し
て
塞ふ

さ

が
ず
、
礙さ

え
ず
。
能
な
く
所
な
く
、
方
所
な
く
、
相
貌
な
く
、
得
失
な
し
。（『
伝
心
法
要
』、『
伝
灯
録
』

T
51,270c

）

「
内
外
木
石
の
如
く
に
し
て
動
ぜ
ず
、
転
ぜ
ず
」
は
坐
禅
の
功
夫
を
い
っ
て
い
る
。

そ
の
２　

磨
甎
作
鏡
話
の
意
味

馬
祖
が
道
を
得
る
機
縁
と
な
っ
た
の
は
磨ま

甎せ
ん

話
だ
と
伝
え
る
。

馬
和
尚
、
一
処
に
在
り
て
坐
す
。
譲
和
尚
、
甎か

わ
らを
将も

ち
去ゆ

き
て
、
面
前
の
石
上
に
磨
す
。
馬
師
問
う
、
什
麼
を
か
作

す
。
師
曰
く
、
甎
を
磨
き
て
鏡
と
作
す
。
馬
師
曰
く
、
磨
し
て
豈あ

に

鏡
と
成
る
こ
と
を
得
ん
や
。
師
曰
く
、
甎
を
磨
し
て

尚
お
鏡
と
成
ら
ず
。
坐
禅
し
て
豈
に
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。
馬
師
曰
く
、
如
何
に
す
れ
ば
即
ち
是
な
ら
ん
。
師
曰

く
、
人
の
車
を
駕
す
る
が
如
き
、
車
も
し
行
か
ざ
れ
ば
、
車
を
打
つ
が
即
ち
是
な
る
や
、
牛
を
打
つ
が
即
ち
是
な
る

や
。
師
又
た
曰
く
、
汝
は
は
た
坐
禅
を
学
ぶ
や
、
は
た
坐
仏
を
学
ぶ
や
。
も
し
坐
禅
を
学
べ
ば
、
禅
は
坐
臥
に
あ
ら

ず
。
も
し
坐
仏
を
学
べ
ば
、
仏
は
定
相
に
あ
ら
ず
。
法
に
お
い
て
住
す
る
な
く
、
取
捨
す
べ
か
ら
ず
。
何
を
か
之
を
為

さ
ん
。
汝
、
も
し
坐
仏
せ
ば
、
却
っ
て
是
れ
殺
仏
な
り
。
若
し
坐
相
を
執
す
れ
ば
、
解
脱
の
理
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
馬

師
、
師
の
所
説
を
聞
き
て
、
座
よ
り
起
ち
て
、
礼
拝
し
て
問
う
て
曰
く
、
如
何
が
用
心
す
れ
ば
、
即
ち
禅
定
無
相
三
昧

に
合
す
る
や
。
師
曰
く
、
汝
、
心
地
の
法
門
を
学
す
る
は
、
な
お
、
種
を
下
す
が
ご
と
し
。
我
が
法
要
を
説
く
は
、
彼

の
天
沢
に
譬
ゆ
。
汝
の
縁
、
合
す
る
が
故
に
当
に
道
を
見
る
べ
し
。（『
祖
堂
集
』72b

）
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『
伝
灯
録
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
懐
譲
の
問
い
に
「（
道
）
一
無
対
」
と
加
え
、
懐
譲
の
言
葉
を
聞
い
て
「（
道
）
一
、
示
誨
を

聞
く
に
醍
醐
を
飲
む
が
ご
と
し
」（T

51,240c

）
と
加
え
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
馬
祖
が
坐
禅
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
馬
祖
は
坐
禅
し
て
悟
り

を
開
き
、
成
仏
し
よ
う
と
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。「
甎
」
は
凡
夫
で
あ
る
馬
祖
を
表
し
、「
鏡
」
は
仏
を
表
す
。
凡
夫
が
ど

ん
な
に
坐
禅
を
し
て
も
仏
に
な
ら
な
い
、
と
懐
譲
は
示
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
馬
祖
は
聞
い
た
。

人
が
牛
車
に
駕の

る
時
、
も
し
行
か
な
い
な
ら
、
牛
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
。「
牛
」
と
は
そ
の
譬
え
の
出
典
に
「
牛
駕
車
の
如

し
。
車
、
も
し
行
か
ず
ば
す
な
わ
ち
須
く
牛
を
策
し
て
車
を
打
つ
べ
か
ら
ず
。
身
は
な
お
車
の
如
く
、
心
は
彼
の
牛
の
ご
と

し
（『
大
荘
厳
論
経
』T

4

、266a
）」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。「
学
す
る
」
と
は
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
坐
禅
を
修
す
る
な
ら
、

禅
定
と
い
う
の
は
坐
に
限
る
の
で
は
な
く
、
仏
と
い
う
の
は
「
坐
禅
」
と
い
う
決
ま
っ
た
相
を
い
う
の
で
は
な
い
か
ら
、
坐

禅
の
形
に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
最
後
の
問
答
は
、
馬
祖
が
「
禅
定
無
相
三
昧
に
合
す
る
」
こ
と
を
求
め
た
と

は
思
え
ず
、「
心
地
の
法
門
」
を
修
す
る
こ
と
が
「
種
」
で
、
懐
譲
の
説
法
が
「
雨
」
だ
と
も
思
え
な
い
。『
宝
林
伝
』
以
来

の
伝
法
偈
の
影
響
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
果
た
し
て
「
坐
禅
」
が
否
定
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
凡
夫
が
坐
禅
し
て
も
仏
に
な
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
坐
禅

の
否
定
で
は
な
い
。
凡
夫
が
仏
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
否
定
で
あ
り
、
人
は
仏
に
な
れ
な
い
。「
坐
禅
」
は
譬
え
で
い
え

ば
、「
牛
車
に
駕の

る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
乗
っ
て
行
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
坐
禅
の
用
心
が
説
か
れ
て

い
る
。
坐
相
に
こ
だ
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
か
ん
た
ん
に
分
か
る
が
、「
法
に
お
い
て
住
す
る
な
く
、
取
捨

す
べ
か
ら
ず
。
何
を
か
之
を
為
さ
ん
」
は
、
か
ん
た
ん
に
は
理
解
で
き
な
い
。
前
二
つ
は
「
念
を
息
め
慮
を
忘
ず
」「
心
、

木
石
の
如
く
」
で
あ
ろ
う
。「
何
を
か
之
を
為
さ
ん
」
は
、
実
に
微
妙
で
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
を
絶
妙
に
表
現
し
て
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い
る
の
が
、
薬
山
で
あ
る
。
薬
山
は
石
頭
に
嗣つ

い
だ
が
、
そ
の
問
答
に
こ
う
あ
る
。

薬
山
、
一
処
に
在
り
て
坐
す
。
師
問
う
、
你
、
這
裏
に
在
り
て
什
麼
を
か
作
す
。
対
え
て
曰
く
、
一
物
も
也ま

た
為
さ

ず
。
師
曰
く
、
與よ

も麼
な
ら
ば
則
ち
閑
坐
す
る
な
り
。
対
え
て
曰
く
、
も
し
閑
坐
せ
ば
則
ち
為
せ
り
。
師
曰
く
、
你
、
為

さ
ず
と
道
う
、
箇
の
什
麼
を
か
為
さ
ざ
る
。
対
え
て
曰
く
、
千
聖
も
亦
た
識
ら
ず
。（『
祖
堂
集
』77a

）

坐
禅
を
し
て
い
る
薬
山
は
、
石
頭
か
ら
い
っ
た
い
何
を
為
す
（
作
す
）
か
、
と
問
わ
れ
て
、
な
ん
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
、

と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
馬
祖
が
「
道
は
修
す
る
を
用
い
ず
」
と
い
っ
た
当
体
で
あ
る
。
石
頭
は
な
お
も
追
及
す
る
。
何

も
し
て
い
な
い
と
い
う
な
ら
、
閑
坐
、
た
だ
の
ん
び
り
坐
っ
て
い
る
の
だ
な
、
と
。
そ
れ
に
対
し
て
薬
山
は
、
閑
坐
し
て
い

る
な
ら
、
そ
れ
も
何
か
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
と
答
え
る
。「
す
る
こ
と
、
修
す
る
こ
と
」
の
徹
底
的
な
否
定
で

あ
る
。
な
お
も
石
頭
は
追
及
の
手
を
ゆ
る
め
な
い
。
何
も
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
な
い
の
か
。
こ

れ
は
さ
す
が
に
答
え
に
窮
す
る
質
問
で
あ
る
。
そ
れ
を
薬
山
は
、「
千
人
の
聖
人
で
も
ご
存
じ
な
い
」
と
答
え
る
。
坐
禅
が

何
か
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
見
事
な
応
え
で
あ
る
。
そ
の
応
答
を
石
頭
は
た
た
え
て
い
う
。

従
来
、
共
に
住
む
も
名
を
知
ら
ず
。
任
運
に
相
い
将と

も
ない

て
作そ

も麼
に
行
く
。
古
え
よ
り
の
上
賢
す
ら
猶
お
識
ら
ず
。
造
次

［
い
い
か
げ
ん
な
］
の
常
流
［
凡
人
］、
豈
に
明
ら
む
べ
け
ん
や
。（『
祖
堂
集
』77a

）

何
も
し
て
い
な
い
坐
禅
に
お
い
て
、
も
は
や
薬
山
と
い
う
名
（
個
人
）
が
落
ち
る
。
そ
こ
に
残
る
の
は
個
人
と
別
物
で
は

な
く
、
い
つ
も
共
に
あ
る
が
、
決
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
「
仏
」
と
名
を
つ
け
れ
ば
大
間
違
い
に
な
る
。
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こ
の
「
共
に
住
む
」
も
の
は
、
だ
れ
に
あ
っ
て
も
そ
う
な
の
だ
。
そ
れ
を
さ
し
て
「
汝
の
心
、
是
れ
仏
な
り
」
と
い
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
懐
譲
と
馬
祖
に
と
っ
て
は
こ
の
「
心
」
こ
そ
、
坐
禅
で
功
夫
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
馬
祖
が
坐
禅
を
し
た
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
が
非
常
に
大
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
百
丈
、
黄
檗
以
外
の
馬
祖
の
弟
子
た
ち
の
坐
禅
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
３　

直
弟
子
た
ち
の
坐
禅

『
祖
堂
集
』
に
最
初
に
載
る
馬
祖
の
弟
子
、
大
珠
慧
海
は
、
お
よ
そ
禅
師
な
る
も
の
は
坐
禅
す
べ
き
こ
と
を
、
次
の
よ
う

に
い
う
。

あ
る
王
長
吏
、
問
う
。
法
師
と
律
師
と
禅
師
と
阿い

ず

れ
那
箇
か
最
勝
な
る
。
師
云
く
、
法
師
な
る
者
は
、
師
子
座
に
踞
し
、

懸
河
の
弁
を
瀉そ

そ

ぐ
。
…
…
律
師
な
る
者
は
、
毘
尼
〔
律
〕
の
法
蔵
を
啓ひ
ら

き
、
…
…
禅
師
た
る
者
は
そ
の
枢
要
を
撮と

り
、

直
に
心
源
を
了
ず
。
出
没
巻
舒
し
て
縦
横
に
物
に
応
ず
。
咸み

な
事
理
を
均
し
く
し
て
、
頓
に
如
来
を
見
る
。
生
死
の
深

根
を
抜
き
、
現
前
の
三
昧
を
得
。
も
し
安
禅
静
慮
せ
ざ
れ
ば
、
者
裏
に
到
り
て
惣
に
須
ら
く
茫
然
た
る
べ
し
。（『
祖
堂

集
』266a

）

法
師
と
律
師
と
禅
師
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
詳
細
に
説
い
て
、
禅
師
は
心
源
を
了
じ
て
「
安
禅
静
慮
」、
す
な
わ
ち
坐

禅
す
る
べ
き
こ
と
を
い
う
。

そ
の
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
で
百
丈
の
次
に
出
る
魯
祖
に
お
い
て
も
明
白
で
あ
る
。
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魯
祖
和
尚
、
馬
大
師
に
嗣
ぐ
。
池
州
に
在
り
。
師
の
諱
は
宝
雲
。
機
格
、
玄
峻
な
り
。
学
徒
の
来
り
て
参
ず
れ
ば
、
面

壁
し
て
坐
す
る
の
み
。（『
祖
堂
集
』276a

）

ま
た
次
の
よ
う
に
も
伝
え
ら
れ
る
。

南
泉
和
尚
到
る
。
師
〔
魯
祖
〕
便
ち
面
壁
し
て
坐
す
。
南
泉
、
手
を
以
っ
て
師
の
背
を
拍う

つ
。
師
云
く
、
你
是
れ
阿

誰
。
泉
云
く
、
普
願
。
師
云
く
、
如な

ん
だ何
。
泉
云
く
、
ま
た
尋
常
な
り
。
師
云
く
、
汝
、
何
ぞ
多
事
な
る
。（『
祖
堂
集
』

276b

）

魯
祖
が
ひ
た
す
ら
坐
禅
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
話
か
ら
よ
く
わ
か
る
が
、
南
泉
は
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
魯
祖
の
坐
禅
と
南
泉
を
め
ぐ
る
話
が
あ
る
。

南
泉
、
僧
に
教
う
る
に
、
你
魯
祖
の
処
に
去ゆ

け
、
彼
の
中
に
到
ら
ば
便
ち
来い
わ
れ由
あ
ら
ん
と
教
う
。
そ
の
僧
、
南
泉
を
辞

し
て
、
便
ち
魯
祖
の
処
に
去
く
。
師
、
纔
に
僧
の
来
た
る
を
見
て
、
便
ち
面
壁
し
て
坐
す
。
其
の
僧
、
意
を
在お

か
ず
し

て
却ま

た
南
泉
に
帰
る
。
南
泉
問
う
、
魯
祖
の
処
に
到
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
到
る
。
泉
曰
く
、
廻か
え

る
こ
と
太は
な
はだ
速
き
か

な
。
対
え
て
曰
く
、
魯
祖
和
尚
、
纔
に
某
甲
を
見
る
や
便
ち
面
壁
し
て
坐
す
。
所
以
に
転
じ
来
れ
り
。
南
泉
便
ち
云

く
、
王
老
僧
（
南
泉
）、
初
め
て
出
世
せ
し
時
に
、
你
諸
人
に
向
い
て
道
う
、
仏
、
未
だ
出
世
せ
ざ
り
し
時
に
向
い
て

体
会
せ
よ
。
尚な

お自
一
箇
半
箇
を
得
ず
。
是
れ
、
伊か
れ

は
與
麼
に
し
て
驢
年
（
虚
し
く
過
ご
し
た
年
月
）、
一
箇
半
箇
を
得
る
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や
。（『
祖
堂
集
』277a

）

こ
の
南
泉
の
言
葉
は
、
ど
う
解
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
三
人
の
問
答
が
載
る
が
一
つ
だ
け
記
そ
う
。

安
国
和
尚
、
拈と

り
て
雲
居
に
問
う
。
魯
祖
は
過と
が

、
什い

ず

こ
麼
処
に
在
り
て
、
南
泉
の
呵
嘖
を
被
る
。
雲
居
、
便
ち
呵
す
。

安
国
、
声
を
出
し
て
啼
哭
す
。
雲
居
云
く
、
却か

え

り
て
讃
嘆
を
成
せ
り
。
安
国
、
こ
れ
よ
り
哭
く
を
止
む
。（『
祖
堂
集
』

277a

）

雲
居
は
、「
南
泉
は
呵
責
し
た
の
で
は
な
く
、
讃
歎
し
た
の
だ
」
と
い
う
。
た
し
か
に
そ
う
で
あ
っ
て
、
南
泉
は
は
じ
め

か
ら
諸
仏
、
出
世
以
前
の
と
こ
ろ
を
体
得
せ
よ
、
と
言
っ
た
の
に
、
誰
も
も
の
に
で
き
な
か
っ
た
、
と
省
み
る
。
そ
し
て
、

彼
、
魯
祖
は
得
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
形
で
い
っ
て
終
わ
る
。
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
魯
祖
や
南
泉
が
悪
い
と
い
う

よ
り
、
弟
子
の
出
来
が
悪
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
言
葉
や
身
振
り
で
示
す
南
泉
と
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐
る
魯
祖
と
は
宗
風
が

違
う
の
で
あ
る
。
馬
祖
が
坐
禅
を
厳
格
に
教
え
な
か
っ
た
ら
、
魯
祖
の
よ
う
な
弟
子
は
生
ま
れ
ま
い
（『
伝
灯
録
』
の
雲
居
の

言
葉
は
ま
っ
た
く
異
な
る
）。

も
っ
と
も
『
伝
灯
録
』
に
は
、
熱
心
に
坐
禅
す
る
惟
建
禅
師
に
、
馬
祖
が
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
話
が
あ
る
。

洪
州
の
泐
潭
惟
建
禅
師
。
一
日
、
馬
祖
の
法
堂
の
後
に
在
り
て
坐
禅
す
。（
馬
）
祖
、
見
て
乃
ち
師
の
耳
を
吹
く
こ
と
、

両
吹
す
。
師
、
定
よ
り
起
ち
て
、
是
れ
（
馬
）
祖
和
尚
な
り
と
見
て
、
却ま復
た
入
定
す
。（
馬
）
祖
、
方
丈
に
帰
り
て
、

侍
者
を
し
て
一
椀
の
茶
を
持
し
て
師
に
与
え
し
む
。
師
、
顧
み
ず
し
て
便
ち
自
ら
堂
に
帰
る
。（T

51,248a

）
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こ
こ
で
馬
祖
は
惟
建
が
坐
禅
す
る
の
を
ま
っ
た
く
咎
め
て
い
な
い
し
、
む
し
ろ
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
茶
を
呈
し
た
の
で
あ

る
が
、
惟
建
は
、
坐
禅
は
人
か
ら
労
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
、
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
。
馬
祖
が
一
本
と
ら
れ

た
話
だ
ろ
う
。

馬
祖
禅
に
つ
い
て
「
坐
禅
修
行
」
を
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
だ
が
実
際
に
馬
祖
が
坐
禅
し
て
い
た
こ
と
は
『
伝
灯

録
』
に
は
省
か
れ
て
い
る
が
、『
祖
堂
集
』
で
は
こ
う
伝
え
る
。

師
、
有
る
一
日
、
禅
床
に
上
り
、
纔
に
與
麼
に
坐
す
る
や
、
便
ち
洟
唾
す
。
侍
者
、
便
ち
問
う
…
…
。（『
祖
堂
集
』

262a

）

問
答
は
続
く
の
で
あ
る
が
、
馬
祖
の
と
こ
ろ
に
は
坐
禅
を
す
る
「
禅
床
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
馬
祖
も
坐
禅
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

ま
た
大
安
寺
の
講
僧
に
対
し
て
こ
う
い
う
。

是
れ
汝
自
身
、
尚
お
乃
ち
未
だ
恬て

ん
ぜ
い静

を
得
ざ
る
に
、
何
ぞ
能
く
他
を
し
て
道
業
成
持
せ
し
め
ん
や
。
汝
、
見
ず
や
。
金

剛
蔵
菩
薩
、
解
脱
月
菩
薩
に
告
げ
て
言
く
、
我
は
当
に
自
ら
正
行
を
修
し
、
亦
た
他
に
勧
め
て
正
行
を
修
せ
し
め
ん
。

何
を
以
て
の
故
ぞ
や
。
若
し
自
ら
正
行
を
修
行
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
他
を
し
て
修
せ
し
め
る
者
は
、
是
の
処

こ
と
わ
りあ
る

こ
と
な
し
。
汝
、
生
死
不
浄
の
心
を
将も

ち
て
、
口
頭
に
取
弁
し
、
錯
り
て
仏
教
を
伝
う
。（『
祖
堂
集
』261a

）
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こ
の
よ
う
に
い
う
馬
祖
が
修
行
し
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
話
も
『
伝
灯
録
』
は
落
と
し
て
い

る
。
馬
祖
の
僧
団
が
坐
禅
を
よ
く
し
た
一
つ
の
証
拠
が
、『
祖
堂
集
』
黄
檗
章
に
「
馬
大
師
の
下
に
八
十
八
人
有
り
て
道
場

に
坐
す
も
、
…
…
」（『
祖
堂
集
』310b

）
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

二
章
　「
作
用
即
性
」
の
検
証

一
節　
「
作
用
即
性
」
と
い
う
言
葉
の
由
来

冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
に
入
矢
義
高
氏
は
馬
祖
禅
を
こ
う
い
う
。

…
…
あ
え
て
一
言
で
、
そ
の
端
的
を
言
う
な
ら
ば
、「
作
用
即
性
」
ま
た
は
「
日
用
即
妙
用
」 

と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ダ
ル
マ
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
血
脈
論
』
に
、
あ
た
か
も
こ
の
定
理
を
解
説
し
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
一
段
が
あ
る
。

曰
く
、「
仏
と
は
イ
ン
ド
の
言
葉
で
、
わ
が
国
で
い
う
覚
性
の
こ
と
で
あ
る
。
覚
と
は
霊
覚
で
あ
り
機
に
応
じ
物
に
対

し
て
、
眉
を
揚
げ
目
を
瞬
き
、
手
を
働
か
せ
、
足
を
動
か
す
と
い
う
〔
日
常
の
営
み
〕
が
、
全
て
自
己
の
霊
覚
の
性
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
性
は
つ
ま
り
心
で
あ
り
、
心
は
つ
ま
り
仏
で
あ
り
、
仏
は
つ
ま
り
道
で
あ
り
、
道
は
つ
ま
り
禅
で
あ

る
」。
い
わ
ば
教
学
的
な
仏
の
聖
性
を
剥
ぎ
取
っ
て
、
仏
そ
の
も
の
を
、
己
に
奪
取
す
る
の
で
あ
る
。
馬
祖
が
「
い
ま

君
が
見
た
り
聞
い
た
り
、
知
覚
し
た
り
認
識
し
た
り
す
る
そ
の
働
き
、
そ
れ
が
も
と
も
と
君
の
本
性
、
あ
る
い
は
本

心
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
心
を
離
れ
て
別
に
仏
が
あ
る
の
で
は
な
い
」（『
宗
鏡
録
』
巻
十
四
）
と
述
べ
て
い
る
趣
旨

も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
り
…
…
。
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こ
こ
で
引
か
れ
る
『
血
脈
論
』
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
見
性
」
の
語
が
三
十
二
回
使
わ
れ
る
見
性
禅
の
書
で
あ
り
、

日
本
達
摩
宗
で
も
用
い
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
宗
鏡
録
』
も
仏
・
儒
・
老
三
教
一
致
を
唱
え
た
、
石
頭
・
馬
祖
の

両
系
と
は
別
の
流
れ
に
属
す
る
永
明
延
寿
の
著
で
あ
る
。
今
挙
げ
ら
れ
た
二
つ
の
言
葉
を
原
典
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
最
初
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

仏
は
是
れ
西
国
の
語
な
り
。
此
土
に
は
覚
性
と
云
う
。
覚
と
は
霊
覚
な
り
。
機
に
応
じ
物
に
接
す
。
揚
眉
瞬
目
、
手
を

運
び
足
を
動
か
す
。
皆
な
是
れ
自
己
の
霊
覚
の
性
な
り
。
性
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。
心
は
即
ち
是
れ
仏
な
り
。
仏
は
即

ち
是
れ
道
な
り
。
道
は
即
ち
是
れ
禅
な
り
。（T

48,375a

）

次
に
『
宗
鏡
録
』
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
、
見
聞
覚
知
す
る
は
、
元も

と

是
れ
汝
の
本
性
な
り
。
ま
た
本
心
と
名
づ
く
。
更
に
此
の
心
を
離
れ
て
別
に
仏
あ
ら
ず
。

（T
48,492a

）

『
宗
鏡
録
』
で
は
、
こ
の
直
前
に
も
馬
祖
の
言
葉
と
し
て
こ
う
い
う
。

四
大
の
身
は
生
滅
あ
る
を
見
る
も
、
霊
覚
の
性
は
実
に
生
滅
な
し
と
見
る
。
汝
、
今
、
こ
の
性
を
悟
ら
ば
、
名
づ
け
て

長
寿
と
な
す
。
ま
た
如
来
寿
量
と
名
づ
く
。（T

48,492a

）
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こ
れ
は
不
生
不
滅
の
実
体
と
し
て
「
霊
覚
の
性
」
を
説
き
「
長
寿
」
と
い
う
道
教
的
用
語
も
あ
る
が
、『
血
脈
論
』
も
、

「
此
の
心
」
を
「
不
生
不
滅
・
・
・
ま
た
長
生
不
死
と
名
づ
け
、
ま
た
大
仙
と
名
づ
く
。」（T

48,374b

）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
思
想
が
馬
祖
の
法
で
あ
る
わ
け
は
な
い
。

「
作
用
即
性
」
の
思
想
は
、
実
は
『
伝
灯
録
』
巻
四
の
達
摩
章
で
、
イ
ン
ド
の
達
摩
に
帰
依
し
た
仏
教
六
宗
の
一
つ
無
相

宗
の
波
羅
提
が
異
見
王
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

王
は
怒
り
て
問
う
て
曰
く
、
何
者
か
是
れ
仏
。
答
え
て
曰
く
、
見
性
、
是
れ
仏
な
り
。
王
曰
く
、
師
、
見
性
す
る
や
。

答
え
て
曰
く
、
我
は
仏
性
を
見
る
。
王
曰
く
、
性
は
何
処
に
在
り
や
。
答
え
て
曰
く
、
性
は
作
用
に
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

。
王
曰
く
、

是
れ
何
の
作
用
ぞ
。
我
、
今
見
ず
。
答
え
て
曰
く
、
今
、
作
用
見あ

ら
わる
る
も
、
王
自
ら
見
ず
。
王
曰
く
、
我
に
於
い
て
有

り
や
。
答
え
て
曰
く
、
王
も
し
作
用
す
れ
ば
是
な
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
な
し
。
王
も
し
用
い
ざ
れ
ば
、
体
ま
た
見
難
し
。

王
曰
く
、
も
し
用
に
当
た
る
時
は
幾い

ず
こ処
に
か
出
現
せ
ん
。
答
え
て
曰
く
、
も
し
出
現
す
る
時
は
ま
さ
に
そ
の
八
あ
る
べ

し
。
王
曰
く
、
そ
の
八
の
出
現
、
当
に
我
が
た
め
に
説
く
べ
し
。
波
羅
提
は
即
ち
偈
を
説
い
て
曰
く
、
胎
に
あ
り
て
は

身
と
為
り
／
世
に
処
し
て
は
人
と
名
づ
く
／
眼
に
在
り
て
は
見
と
曰い

い
、
耳
に
在
り
て
は
聞
と
曰
い
／
鼻
に
在
り
て
は

香
を
弁
じ
／
口
に
在
り
て
は
談
論
す
／
手
に
在
り
て
は
執
捉
し
／
足
に
在
り
て
は
運
奔
す
／
遍
く
現
ず
れ
ば
倶
に
沙

界
に
該あ

ま
ねく

／
収
摂
す
れ
ば
一
微
塵
に
在
り
／
識し

る
者
は
是
れ
仏
性
な
り
と
知
り
／
識
ら
ざ
れ
ば
喚
ん
で
精
魂
と
作
す
。

（T
51,218b

）

こ
れ
も
「
見
性
」
を
い
い
、「
仏
性
」
を
そ
の
体
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
は
六
根
の
見
聞
覚
知
と
手
足
の
運
動
で
あ
り
、
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「
霊
覚
の
性
」
と
同
じ
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
も
思
想
も
馬
祖
に
は
な
い
。
小
川
氏
は
、
こ
れ
を
臨
済
の
「
一
精
明
」

（
小
川
２
５
８
）
あ
る
い
は
「
一
無
位
の
真
人
」（
小
川
２
６
０
）
と
同
一
視
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
玄
沙
な
ど
の
そ
の
批
判

も
含
め
て
、
今
は
触
れ
な
い
。

二
節　

呼
べ
ば
応
諾
す
る
も
の
か

小
川
氏
は
鈴
木
大
拙
師
の
『
禅
百
題
』
と
い
う
随
筆
集
の
一
節
、「『
お
い
』
と
呼
ん
で
『
う
ん
』
と
答
え
る
と
こ
ろ
に
禅

の
端
的
を
指
示
せ
ん
と
す
る
実
例
は
、
禅
録
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
え
る
」
を
引
用
し
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
「
ハ
イ
」
と

応
え
る
こ
と
が
「
作
用
即
性
」
で
、
そ
の
見
聞
覚
知
の
性
こ
そ
が
、
本
心
で
あ
り
即
心
是
仏
で
あ
る
と
示
そ
う
と
す
る
（
小

川
６
９
）。
そ
の
例
と
し
て
『
無
門
関
』
の
三
つ
の
則
（
十
、十
七
、二
十
二
）
を
出
す
が
、『
無
門
関
』
は
見
性
の
た
め
の
公
案

集
で
あ
り
、
馬
祖
禅
と
は
関
係
な
い
。

そ
の
中
に
あ
る
第
十
七
則
「
国
師
三
喚
」
は
、『
伝
灯
録
』
に
も
あ
る
が
、
か
っ
こ
の
中
に
仏
祖
た
ち
の
商
量
が
載
る
。

（
慧
忠
）
一
日
、
侍
者
を
喚
ぶ
。
侍
者
応
諾
す
。
是
の
如
く
三
た
び
召
し
、
皆
応
諾
す
。
師
曰
く
将
に
謂お
も

え
り
、
吾
、

汝
に
孤
負
す
と
。
却か

え

っ
て
是
れ
、
汝
、
吾
に
孤
負
す
（
僧
、
玄
沙
に
問
う
。
国
師
、
侍
者
を
喚
ぶ
意
、
作な

に

か
麼
生
。
玄
沙
云
く
、

却
っ
て
是
れ
、
侍
者
会
す
な
り
。
雲
居
の
錫
云
く
、
且ま

た
道い

え
、
侍
者
は
会
す
や
会
せ
ざ
る
や
。
も
し
会
す
と
道
わ
ば
、
国
師
、
又
た

汝
、
吾
に
孤
負
す
と
。
も
し
会
せ
ず
と
道
わ
ば
、
玄
沙
は
又
た
道
わ
ん
、
却
っ
て
是
れ
、
侍
者
会
す
な
り
と
。
且
く
作
麼
生
か
商
量
す
。

玄
覚
徴
し
て
僧
に
問
う
。
什な

ん麼
ぞ
是
れ
侍
者
の
会
す
る
処
。
僧
云
く
、
若
し
会
せ
ざ
れ
ば
、
争い

か
でか
恁
麼
に
応
ず
る
を
解
せ
ん
と
。
玄
覚

云
く
、
汝
、
少
し
く
会
す
る
在
り
…
…
）。（T

51,244a-b

）
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小
川
氏
は
こ
の
商
量
を
無
視
し
て
、
則
の
意
味
を
こ
う
い
う
。

お
前
が
開
悟
の
機
縁
を
得
ら
れ
ぬ
の
も
、
師
た
る
自
分
の
せ
い
だ
、
相
す
ま
ぬ
こ
と
だ
と
思
う
て
お
っ
た
。
だ
が
、

「
呼
べ
ば
答
え
る
も
の
」
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
、
三
度
も
呼
ん
で
や
っ
た
の
に
、
そ
れ
で
も
何
も
気
づ
か
ぬ
か
。
お
前

の
ほ
う
こ
そ
、
よ
ほ
ど
わ
し
に
相
す
ま
ぬ
で
は
な
い
か
。（
小
川
７
３
）

し
か
し
、
玄
沙
は
侍
者
が
会
し
た
と
い
い
、
こ
の
後
、
法
眼
や
趙
州
の
商
量
も
続
い
て
い
て
、
と
て
も
小
川
氏
の
よ
う
に

か
ん
た
ん
に
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
呼
べ
ば
答
え
る
も
の
」
の
例
と
し
て
、
小
川
氏
は
さ
ら
に
『
伝
灯
録
』
に
あ
る
良
遂
の
話
を
引
く
。
良
遂
章
は
こ
れ
一

問
の
み
で
あ
り
、『
祖
堂
集
』
に
彼
の
章
は
な
い
。

寿
州
良
遂
禅
師
、
初
め
て
麻
谷
に
参
ず
。
麻
谷
、
召
し
て
曰
く
、
良
遂
。
師
応
諾
す
。
是か

く

の
如
く
三
た
び
召
し
三
た
び

応
ず
。
麻
谷
曰
く
、
遮こ

の
鈍
根
の
阿
師
。
師
、
方は
じ

め
て
省
悟
し
て
乃
ち
曰
く
、
和
尚
、
良
遂
を
謾
ず
る
莫
れ
。
若
し
来

り
て
和
尚
を
礼
拝
せ
ざ
れ
ば
、
幾ほ

と

ん
ど
一
生
を
空
し
く
過
ご
さ
ん
と
せ
り
。
麻
谷
、
之
を
可
と
す
。（T

51,269a

）

そ
し
て
、
こ
う
評
す
る
。

三
度
呼
ば
れ
て
三
度
「
応
諾
」
し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
、
慧
忠
国
師
の
侍
者
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
良
遂
の
ほ
う
は
、

麻
谷
の
罵
声
の
も
と
、
応
諾
し
た
自
己
の
本
分
事
に
辛
く
も
気
づ
き
得
た
の
で
あ
り
…
…
。（
小
川
１
３
１
）
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し
か
し
、
こ
れ
と
慧
忠
の
三
喚
と
は
、
状
況
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
侍
者
は
慧
忠
の
側
に
い
て
慧
忠
を
よ
く
知
っ
て
お

り
、
呼
ば
れ
た
ら
ま
ず
返
事
を
す
る
の
は
、
侍
者
の
当
然
の
振
る
舞
い
で
あ
る
。
一
方
、
麻
谷
に
初
見
し
た
良
遂
が
、
な
ぜ

名
前
で
呼
ば
れ
た
か
、
不
可
思
議
で
あ
る
。
初
見
の
定
番
は
「
な
ん
と
い
う
名
か
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
は
じ
め
て
名

が
分
か
る
は
ず
だ
が
。
初
見
の
相
手
の
名
を
三
度
呼
ぶ
と
い
う
の
も
、
な
か
な
か
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
。
返
事
を
し
て
麻

谷
か
ら
「
遮
の
鈍
根
の
阿
師
」
と
ど
や
さ
れ
て
、「
方は

じ

め
て
省
悟
し
て
」
と
あ
る
が
、
何
を
省
悟
し
た
の
か
。「
呼
ん
で
応

答
」
好
き
の
編
集
が
疑
わ
れ
る
。

「
呼
べ
ば
応
諾
」
を
す
べ
て
「
自
己
の
本
分
事
」
に
気
づ
く
「
作
用
即
性
」
だ
と
解
釈
で
き
る
は
ず
も
な
い
。

ま
た
「
呼
べ
ば
応
諾
」
の
例
と
し
て
、
小
川
氏
は
薬
山
と
李
翺
と
の
問
答
を
『
伝
灯
録
』
か
ら
次
の
よ
う
に
引
く
。

（【　

】
内
は
『
祖
堂
集
』
＝
筆
者
）

朗
州
刺
史
李
翺
、
師
（
薬
山
）
の
玄
化
を
嚮し
た

い
、
屡し
ば

し
ば
請ま
ね

く
も
起
た
ず
。
乃
ち
躬み
ず
から
山
に
入
り
て
之
に
謁ま
み

ゆ
。
師
、

経
巻
を
執と

り
て
顧か
え
りみ
ず
【
采
顧
せ
ず
［
と
り
合
わ
な
い
］】。
侍
者
、
白も
う

し
て
曰
く
、「
太
守
此こ
れ

に
在
り
」。
翺
、
性
褊
急

に
し
て
【
相
公
は
肯
え
て
礼
拝
せ
ず
】
乃
ち
言
い
て
曰
く
【
軽
言
を
発
す
】「
面お

も
てを
見
る
は
名
を
聞
く
に
如し

か
ず
」。
師

「
太
守
」
と
呼
ぶ
【
相
公
を
召
す
】。
翺
、
応
諾
す

0

0

0

。
師
曰
く
、「
何
ぞ
耳
を
貴
び
て
目
を
賤
む
こ
と
を
得
ん
」。
翺
、
拱

手
し
て
之
を
謝
す
。（
小
川
７
６
）

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
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こ
れ
を
右
の
問
答
に
あ
て
は
め
る
と
、「
面お
も
てを
見
る
は
名
を
聞
く
に
如し

か
ず
」
と
い
う
李
翺
の
言
に
対
し
、
自
分
の
目

で
見
た
こ
の
姿
よ
り
、
世
間
の
評
判
の
方
が
大
切
で
す
か
、
そ
う
薬
山
が
た
し
な
め
た
ご
と
く
に
一
見
と
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
が
「
大
守
ど
の
」「
ハ
イ
」
と
い
う
、
例
の
や
り
と
り
を
受
け
て
の
一
句
で
あ
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
薬
山
は
こ
こ
で
、
そ
の
眼ま

な
こで
わ
が
姿
を
と
く
と
看
よ
、
な
ど
と
威
張
っ
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
道

は
人
様
か
ら
聞
く
も
の
で
は
な
い
、
即
座
に
は
い
と
応
じ
た
ご
自
身
の

0

0

0

0

「
呼
べ
ば
応
え
る
も
の
」、
そ
れ
を
こ
そ
よ
く

ご
覧
な
さ
れ
と
、
李
翺
に
言
い
き
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
小
川
７
７
、７
８
）

そ
う
だ
ろ
う
か
。
だ
い
た
い
、
こ
こ
で
切
る
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
し
て
は
い
け
な
い
読
み
方
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
は
次

の
よ
う
な
続
き
が
あ
る
。

問
う
て
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
道
。
師
、
手
以
て
上
下
を
指
し
て
曰
く
、
会
す
や
。
翺
曰
く
、
会
せ
ず
。
師
曰
く
、

雲
は
天
に
在
り
、
水
は
缾か

め

に
在
る
。
翺
、
乃
ち
愜か
な
える
を
欣よ
ろ
こび
て
礼
を
作
し
て
、
而し
こ
うし
て
一
偈
を
述
べ
て
曰
く
、
身
形
を

練
り
得
て
鶴
形
に
似
た
り
／
千
株
の
松
の
下
、
両
函
の
経
／
我
れ
来
た
り
て
道
を
問
わ
ば
餘
の
説
な
し
。
／
雲
は
青
天

に
在
り
、
水
は
缾か

め

に
在
り
。（T

51,312b

）

薬
山
が
李
翺
を
呼
ん
だ
の
は
、
経
を
看
て
い
た
が
、
軽
言
を
聞
い
て
話
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
ま
で
で
あ
る
。
薬
山
が

「
ど
う
し
て
耳
（
私
の
評
判
）
を
尊
び
、
目
（
実
物
の
私
）
を
賤
し
め
る
の
だ
」
と
た
し
な
め
た
の
で
李
翺
は
「
謝
あ
や
ま

っ
た
」
の
で

あ
る
。
そ
の
教
え
を
感
謝
し
た
の
で
は
な
い
。
小
川
氏
の
「
謝し

ゃ

す
」
で
は
、
感
謝
し
た
意
味
に
な
る
。
謝
っ
て
あ
ら
た
め
て

「
如
何
な
る
か
是
れ
道
」
と
聞
い
た
、
そ
の
薬
山
の
答
え
は
身
振
り
で
あ
っ
た
。
上
は
薬
山
、
下
は
李
翺
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
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自
分
か
ら
李
翺
の
と
こ
ろ
へ
行
か
な
い
し
、
来
て
も
ほ
っ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
李
翺
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で

改
め
て
「
雲
在
青
天
水
在
缾
」、
私
の
境
界
は
青
天
に
自
在
に
流
れ
る
雲
、
あ
な
た
は
甕
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
水
。
同
じ

水
分
で
も
、
そ
の
あ
り
方
で
こ
の
よ
う
に
異
な
る
の
だ
、
と
示
し
た
。「
道
」
は
こ
の
よ
う
に
自
身
の
あ
り
方
な
の
だ
、
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
肝
要
な
点
を
無
視
し
て
ま
で
、「
呼
べ
ば
応
え
る
」
こ
と
が
禅
の
端
的
だ
と
い
い
た
い
の
だ
ろ

う
か
。

「
呼
べ
ば
応
諾
」
の
今
一
つ
の
例
と
し
て
小
川
氏
は
『
伝
灯
録
』
を
こ
う
引
用
し
て
い
う
。

于
公
又
た
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
仏
？
」
師
（
紫
玉
）、
于う

頔て
き

と
喚
ぶ
。
頔
、
応
諾
0

0

す
。
師
云
く
、「
更
に
別
に

求
む
る
莫
れ
」。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
名
を
呼
ば
れ
て
「
ハ
イ
」
と
応
え
る
、
そ
の
は
た
ら
き
の
外
に

別
に
「
仏
」
を
求
め
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
こ
に
細
字
双
行
で
附
さ
れ
た
次
の
注
で
あ

る
。（
小
川
９
９
）

有
る
僧
薬
山
に
挙
似
す
。
薬
山
云
く
、「
這こ

の
漢
を
縛
殺
せ
ん
！
」
僧
云
く
、「
和
尚
な
れ
ば
如
何
？
」
薬
山
も
亦
た

喚
び
て
云
く
、「
某
甲
」。
僧
応
諾
す
。
薬
山
云
く
、「
是
れ
什な

ん麼
ぞ
？
」

…
…
こ
れ
が
先
に
見
た
諸
問
答
と
同
意
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
…
…
案
ず
る
に
、
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
、

「
呼
べ
ば
応
え
る
も
の
」
が
、
す
な
わ
ち
「
仏
」
な
の
だ
と
、
解
説
し
て
み
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
事
実
が
活
き
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て
は
た
ら
い
て
い
る
そ
の
瞬
間
、
そ
れ
を
質
問
者
自
身
に
自
ら
0

0

捉
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
通
が
「
さ
ら
に
別
に

求
む
る
莫
れ
」
と
説
い
た
時
、「
呼
べ
ば
答
え
る
」
于
公
自
身
の
は
た
ら
き
は
、
と
う
に
過
去
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。（
小
川
１
０
０
）

小
川
氏
に
よ
れ
ば
、
薬
山
の
批
判
が
的
確
で
あ
る
の
は
、
紫
玉
が
「
更
に
別
に
求
む
る
莫
れ
」
と
い
っ
た
の
が
解
説
に

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
話
は
付
論
で
は
な
く
、
本
文
と
し
て
『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
章
に
載
る
。

因
み
に
于
迪
相
公
、
紫
玉
に
問
う
。
仏
法
の
至
理
如
何
。
玉
、
相
公
の
名
を
召
す
。
相
公
応
諾
す
。
玉
曰
く
、
更
に

別
に
求
む
る
莫
れ
。
師
（
薬
山
）
挙
す
る
を
聞
き
て
曰
く
、
這
箇
の
漢
を
搏
殺
せ
よ
。
僧
便
ち
問
う
、
師
は
如
何
。
師

代
っ
て
曰
く
、
是
れ
什
麼
ぞ
。（『
祖
堂
集
』87a

）

こ
れ
を
見
る
と
、「
仏
法
の
至
理
」
を
聞
か
れ
て
、
名
を
呼
び
、
相
公
が
応
え
た
の
で
、「
更
に
別
に
求
む
る
莫
れ
」
と

い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
見
聞
覚
知
的
対
応
で
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
、
と
い
わ
れ
た
ら
仏
法
が
滅
ぶ
の
で
、
薬
山
が

い
う
よ
う
に
「
這
箇
の
漢
」（
紫
玉
）
は
搏
殺
に
値
し
よ
う
。
け
れ
ど
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
話
を
伝
え
た
僧
が
、

誤
っ
て
伝
え
た
の
で
あ
り
、
元
来
は
こ
う
い
う
話
（『
伝
灯
録
』
も
同
様
）
で
あ
る
。

承
る
に
教
中
に
言
え
る
こ
と
あ
り
。
黒
風
、
そ
の
舡
舫
を
吹
い
て
、
漂

た
だ
よ
わせ
て
羅
刹
鬼
国
に
堕
す
。
此
の
意
、
如
何
。

師
、
便
ち
于
迪
と
喚
ぶ
。
相
公
の
顔
色
変
異
す
。
師
曰
く
、
羅
刹
鬼
国
は
遠
か
ら
ず
在
り
。
又
た
（
于
迪
が
）
問
う
、
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如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
師
、
于
迪
と
喚
ぶ
。
相
公
応
諾
す
。
師
云
く
、
更
に
別
に
求
む
る
こ
と
莫
れ
。
相
公
、
言
下
に

大
悟
し
て
、
便
ち
礼
し
て
師
と
為
す
。（『
祖
堂
集
』270b

）

こ
の
前
に
も
長
い
話
が
あ
り
、
略
説
す
れ
ば
、
于
迪
相
公
は
、
行
脚
僧
を
捕
え
て
は
殺
し
て
い
た
の
で
紫
玉
は
そ
の
領
内

に
乗
り
込
む
と
、
捕
え
ら
れ
て
首
枷
を
つ
け
ら
れ
て
相
公
の
前
に
ひ
き
た
て
ら
れ
る
。
紫
玉
は
袈
裟
を
着
て
、
対
面
し
た
剣

を
持
つ
相
公
に
、
わ
し
は
お
前
を
自
由
に
斬
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
紫
玉
は
、
法
王
は
生
死
を
恐
れ
な
い
と
い
っ
て
怖
気
付
か

な
い
の
で
、
相
公
は
正
装
を
し
て
礼
拝
し
て
紫
玉
に
問
う
た
。

地
獄
に
堕
ち
る
の
は
「
于
迪
だ
」
と
い
わ
れ
て
怯
え
て
い
た
が
、
仏
と
は
何
か
と
問
う
と
、
紫
玉
は
、「
于
迪
」
よ
、
と

呼
び
か
け
、
は
い
と
応
じ
る
と
、（
お
前
の
ほ
か
に
）
さ
ら
に
別
に
仏
を
も
と
め
て
は
な
ら
ぬ
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
ハ

イ
」
と
応
え
た
そ
の
働
き
が
仏
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
地
獄
に
堕
ち
る
の
も
お
前
、
仏
に
な
る
の
も
お
前

し
か
い
な
い
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
相
公
は
弟
子
と
な
っ
た
、
そ
う
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
話
が
正
し
く
薬
山
に
伝
わ
れ
ば
、
薬
山
が
あ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
薬
山
の
話
が
こ
の
あ

と
、（『
祖
堂
集
』87a

）
と
全
く
同
様
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
祖
堂
集
』
編
者
が
つ
け
て
二
重
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
話
の
全
体
を
無
視
し
て
、「
呼
べ
ば
応
え
る
も
の
」
に
落
と
し
込
む
の
は
正
し
く
な
か
ろ
う
。

小
川
氏
は
さ
ら
に
い
う
。

名
を
呼
ば
れ
れ
ば
「
ハ
イ
」
と
応
え
、「
近
前
来
」
と
言
わ
れ
れ
ば
体
が
す
っ
と
前
に
出
る
。
そ
の
よ
う
な
心
身
の
自

然
な
反
応
を
そ
の
ま
ま
自
己
の
「
本
分
事
」
と
看
な
す
考
え
は
、
唐
代
禅
の
基
調
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
よ
い
。
わ
か
り

よ
い
例
を
も
う
一
つ
追
加
し
て
お
こ
う
。（
小
川
９
０
）
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そ
し
て
馬
祖
の
嗣
、
章
敬
寺
懐
の
『
伝
灯
録
』
だ
け
に
あ
る
言
葉
を
引
用
し
て
い
う
。

僧
問
う
、「
四
大
五
蘊
身
の
中
、
阿い

ず

れ
那
箇
か
是
れ
本
来
仏
性
？
」
師
（
章
敬
）
乃
ち
僧
の
名
を
呼
ぶ
。
僧
、
応
諾
す

0

0

0

。

師
良
久
し
て
曰
く
、「
汝
無
仏
性
」。

名
を
呼
ば
れ
て
応
諾
す
る
、
そ
こ
に
あ
り
あ
り
と
現
わ
れ
た
自
身
の
「
呼
べ
ば
答
え
る
も
の
」、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に

「
本
来
の
仏
性
」
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
自
ら
気
が
つ
か
ぬ
の
で
は
、
仏
性
な
ど
無
い
の
も
同
じ
で
は
な
い

か
。（
小
川
９
１
）

僧
の
問
い
と
師
の
答
え
は
無
視
し
て
「
名
を
呼
ば
れ
て
応
諾
す
る
」
話
に
し
て
い
る
。
し
か
も
章
敬
は
端
的
に
「
汝
無
仏

性
」
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
「
仏
性
な
ど
無
い
の
も
同
じ
で
は
な
い
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
取
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
あ
る
い
は
こ

の
文
の
『
景
徳
伝
灯
録
三
』（
禅
文
化
研
究
所
）
の
注
は
「
仏
性
を
問
題
に
す
る
資
格
は
お
前
に
は
な
い
」（
２
６
頁
）
と
す
る
。

そ
れ
は
両
者
と
も
仏
性
は
だ
れ
に
で
も
必
ず
あ
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
だ
。『
伝
灯
録
』
に
あ
る

章
敬
の
最
初
の
説
法
で
は
こ
う
言
わ
れ
る
。

自
性
の
元
よ
り
塵
境
に
あ
ら
ず
、
是
れ
箇
の
微
妙
大
解
脱
門
な
る
を
知
ら
ず
。
所あ

ら
ゆ
る有
鑒
覚
に
染
ま
ず
礙
げ
ら
れ
ず
。

（T
51,252b

）
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一
般
に
自
性
は
仏
性
と
同
じ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
は
六
塵
で
な
く
、「
鑒
覚
」
つ
ま
り
見
聞
覚
知
に
染

ま
な
い
、
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
呼
べ
ば
応
え
る
」
こ
と
は
「
本
来
の
仏
性
」
と
矛
盾
す
る
。

以
上
で
、
馬
祖
禅
に
「
呼
べ
ば
応
え
る
作
用
が
、（
仏
）
性
だ
」
と
い
う
話
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
（
馬
祖
）
禅
の
端

的
は
「
作
用
即
性
」
な
ど
で
は
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
主
題
の
最
後
に
、
小
川
氏
が
載
せ
る
『
寒
山
詩
』
は
別
で
あ
る
。

・
・
・
人
に
は
精
霊
の
物
あ
り
／
字
な
く
復
文
な
し
／
呼
ぶ
時
は
歴
々
と
し
て
応
え
／
隠
る
る
処
、
居
存
せ
ず
。・
・
・

（
小
川
７
８
）

こ
れ
は
人
に
不
滅
の
精
霊
（
仏
性
）
が
あ
る
と
し
て
、
不
立
文
字
・
見
性
成
仏
を
い
う
思
想
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
現
わ
れ
た
よ
う
な
、
人
に
は
仏
性
（
精
霊
の
物
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
呼
ぶ
時
に
応
諾
す
る
も
の
だ
」
と
い
う

よ
う
な
思
想
に
対
す
る
批
判
は
、
禅
宗
の
ご
く
初
期
か
ら
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
川
氏
は
、
そ
の
批
判
と
い
う
逆
転
が

起
こ
る
の
は
、『
伝
灯
録
』
仰
山
章
か
ら
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
逆
転
を
潙
山
と
仰
山
の
業ご

っ
し
き
ぼ
う
ぼ
う

識
忙
々
の
取
り
上
げ
方
の
『
祖

堂
集
』
と
の
違
い
と
い
う
。（
小
川
１
３
９
）
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

『
祖
堂
集
』
で
は
こ
う
い
う
。

潙
山
、
又
た
云
く
、「
忽も

し
人
有
り
、〝
一
切
衆
生
は
、
但
だ
忙
忙
（
茫
茫
）
た
る
業
識
の
み
有
り
て
、
本も
と

の
拠よ

る
可べ

き

無な

し
〟
と
問
わ
ば
、
汝
、
云い

か何
に
か
答
え
ん
？
」
仰
山
0

0

驀0

（
だ
し
ぬ
け
）
に
学
人
の
名
を
呼
ぶ
。
学
人
、
応
諾
す
。

0

0

0

0

0

0

0

00

0

00

0

0

00

仰

山
問
う
。「
是
れ
什な

に
も
の

麼
物
ぞ
？
」
学
人
、
答
え
て
云
く
、「
不え
せ
ず会
」。
仰
云
く
、「
汝
、
亦ま

た
本
の
拠
る
可
き
も
無
し
。
但た
だ
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に
忙
忙
た
る
業
識
の
み
に
非
ず
」。
潙
山
云
く
、「
此
は
是
れ
師
子
の
一
滴
の
乳
に
て
、
六
斛
の
驢
乳
、
一
時
に
迸と
び
ち散
れ

る
な
り
」。（
小
川
１
３
６
）

『
伝
灯
録
』
は
こ
う
で
あ
る
。

祐
（
潙
山
霊
祐
）
問
う
、「〝
大
地
の
衆
生
、
業ご
っ
し
き識
茫ぼ
う
ぼ
う茫
、
本も
と

の
拠よ

る
可べ

き
無
し
〟。
子
、
作い

か

に
麼
生
か
他か

の
有
と
無
と
を
知

ら
ん
？
」
師
（
仰
山
）
曰
く
、「
慧そ
れ
が
し寂
、
験
処
有
り
」。
時
に
一
僧
有
り
面
前
を
過
ぐ
。
師
召
び
て
云
く
、「
闍
梨
よ
！
」

0

0

0

0

0

000

0

0

000

其
の
僧
、

0

0

00

回
頭
0

0

（
ふ
り
む
）
く
。
00

師
曰
く
、「
和
尚
、
遮こ

れ箇
ぞ
便
ち
是
れ
〝
業
識
茫
茫
、
本
の
拠
る
可
き
無
し
〟
な
り
」。

祐
曰
く
、「
此
は
是
れ
師
子
の
一
滴
乳
、
六
斛
の
驢
乳
を
迸と

び
ち散
ら
せ
る
な
り
」。（
小
川
１
３
８
、T

51,283a

）

そ
し
て
小
川
氏
は
こ
う
い
う
。

ふ
い
に
呼
ば
れ
て
思
わ
ず
「
廻ふ

り
か
え首
る
」、
そ
れ
は
「
応
諾
」
と
同
じ
く
、
仏
性
の
自
然
な
は
た
ら
き

0

0

0

0

、
自
己
本
分
事
の

隠
れ
も
な
き
現
わ
れ
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
「
是
れ
什な

に麼
物も
の

ぞ
」「
不
会
」
と
い
う
例
の

一
段
が
な
く
、「
廻
首
」
が
直
ち
に
「
業
識
茫
茫
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
祖
堂
集
』
で
は
自
ら
の

「
応
諾
」
に
気
づ
か
ぬ
こ
と
が
「
無
本
可
拠
」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、『
伝
灯
録
』
で
は
「
廻
首
」
す
る
こ
と
自
体

が
「
無
本
可
拠
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、『
祖
堂
集
』
で
は
作
用
（「
応
諾
」）
＝
「
本
」
で
あ
っ
た
の

が
、『
伝
灯
録
』
で
は
作
用
（「
廻
首
」）
＝
「
業
識
」
と
い
う
等
式
に
反
転
さ
れ
、
こ
の
問
答
全
体
が
「
作
用
即
性
」
の

否
定
と
い
う
逆
の
論
理
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
小
川
１
３
９
）
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こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
あ
る
。「
廻ふ
り
か
え首
る
」
や
「
応
諾
」
が
「
仏
性
の
自
然
な
働
き
、
自
己
本
分
事
」
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
小
川
氏
の
勝
手
な
解
釈
で
あ
る
。
そ
ん
な
意
味
は
元
来
の
問
答
に
は
な
い
。

『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』
の
違
い
は
、
小
川
氏
の
い
う
よ
う
に
「
是
れ
什な

に麼
物も
の

ぞ
」「
不
会
」
が
『
伝
灯
録
』
に
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
の
方
が
、
意
味
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
名
前
を
呼
ば
れ
て
「
是
れ
什な

に
も
の

麼
物
ぞ
」
と

い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
（
不
会
）
か
ら
「
業
識
茫
茫
」
の
凡
夫
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
是
れ
什
麼
物
」
は
、
六
祖

と
南
岳
の
問
答
に
あ
る
よ
う
に
、「
お
前
は
何
か
」
と
い
う
根
本
的
問
い
で
、「
説
似
一
物
即
不
中
」
と
こ
た
え
ら
れ
た
よ
う

に
、
口
で
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
凡
夫
で
あ
る
。

『
伝
灯
録
』
は
、（『
祖
堂
集
』
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
）「
是
れ
什
麼
物
ぞ
」「
不
会
」
を
省
い
て
「
廻ふ
り
か
え首
る
」
だ
け
に
し
た
、

そ
れ
で
も
、
そ
の
状
況
描
写
か
ら
、
そ
の
僧
は
そ
こ
が

0

0

0

分
っ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
の
で
、
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

同
じ
で
あ
る
。「
廻
首
」
と
い
う
作
用
が
批
判
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
『
祖
堂
集
』
の
仰
山
に
よ
る
「
但た

だ

に

忙
忙
た
る
業
識
の
み
に
非
ず
」、
お
ま
け
に
「
無
本
可
拠
」
だ
と
い
う
痛
烈
な
批
判
が
、『
伝
灯
録
』
で
は
潙
山
の
問
い
「
業

識
茫
茫
、
本
の
拠
る
可
き
無
し
」
と
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
凡
庸
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』
の
こ
の
問
答
は
全
体
と
し
て
は
ま
っ
た
く
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

小
川
氏
は
さ
ら
に
続
け
て
こ
う
付
け
加
え
る
。

『
祖
堂
集
』
か
ら
『
伝
灯
録
』
へ
の
こ
の
改
変
は
、「
即
心
是
仏
」
＝
「
作
用
即
性
」
と
い
う
馬
祖
禅
の
基
本
思
想
へ
の

批
判
的
観
点
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
小
川
１
３
９
、
同
様
の
主
張
は
１
５
９
に
も
）
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馬
祖
禅
へ
の
批
判
、
す
な
わ
ち
小
川
氏
の
い
う
「
即
心
是
仏
」
の
批
判
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
直
弟
子
か
ら
あ
り
、

「
作
用
即
性
」
批
判
は
、
早
く
も
石
頭
か
ら
あ
っ
て
、『
祖
堂
集
』
大
顛
章
に
石
頭
の
言
葉
と
し
て
「
揚
眉
動
目
を
除
却
し
、

一
切
之
事
の
外
に
直
に
心
を
将
ち
来
れ
」（94a

）
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
『
伝
灯
録
』
大
顛
章
は
多
く
加
筆
し
て
継
承
す
る

が
、
そ
の
加
筆
部
分
に
大
顛
の
示
衆
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
、
こ
の
章
の
最
後
は
「
即
心
是
仏
、
修
治
を
待
た
ず
」
と

結
ば
れ
る
。「
即
心
是
仏
」
は
馬
祖
系
だ
け
で
は
な
い
。

多
く
の
時
輩
の
只
だ
揚
眉
動
目
、
一
語
一
黙
を
の
み
認
め
、
驀
頭
に
印
可
し
て
以
て
心
要
と
為
す
を
見
る
も
、
此
れ
実
に

は
未
だ
了さ

と

ら
ず
。（T

51,313a

）

小
川
氏
が
引
く
同
様
の
作
用
即
性
批
判
の
例
で
あ
る
長
沙
景
岑
の
語
（
小
川
１
４
６
）
は
、
出
典
の
『
碧
巌
録
』
だ
け
で

な
く
『
伝
灯
録
』（T

51,274b
）
に
も
あ
る
が
、
景
岑
は
南
泉
の
嗣
で
あ
る
。

馬
祖
系
と
石
頭
系
は
接
化
の
あ
り
よ
う
の
違
い
だ
け
で
あ
り
、
小
川
氏
『
語
録
の
言
葉
』
の
後
半
の
副
題
「
馬
祖
系
の
禅

か
ら
石
頭
系
の
禅
へ
」
と
い
う
よ
う
な
時
系
列
の
変
化
は
禅
宗
史
に
は
な
い
。


